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一

　
此

の
も
の
語





の
起
つ
た
土
地
は
、
清
き
と
、
美
し
き
と
、
二
筋






の
大
川






、
市

の
両
端
を
流
れ
、
真
中
央









に
城

の
天
守






尚

ほ
高
く
聳



え
、
森
黒
く
、
濠



蒼


く
、
国
境
の
山
岳
は
重

畳








と
し
て
、
湖
を
包
み
、
海
に
沿
ひ
、
橋

と
、
坂
と
、
辻
の
柳
、
甍





の
浪



の
町
を
抱



い
た
、
北
陸
の
都
で
あ
る
。

　
一
年






、
激
し
い
旱
魃






の
あ
つ
た
真
夏
の
事
。

　
…
…
と
言
ふ
と
忽





ち
、
天
に
可
恐





し
き
入
道
雲









湧

き
、
地
に
水
論






の
修
羅





の
巷





の
流
れ
た
や
う
に
聞
え
る

け
れ
ど
、
決
し
て
、
そ
ん
な
、
物
騒






な
沙

汰

で
は
な
い
。

　
恁



る
折
か
ら
、
地
方
巡
業
の
新
劇
団
、
女
優
を
主



と
し
た
帝
都
の
有
名
な
る
大
一
座







が
、
此
の
土
地
に
七
日





間


の
興
行
し
て
、
全
市
の
湧
く
が
如
き
人
気
を
博
し
た
。

　
極
暑






の
、
旱





と
言
ふ
の
に
、
た
と
ひ
如

何

な
る
人
気
に
せ
よ
、
湧
く
の
、
煮

え
る
の
な
ど
は
、
口
に
す
る
も

暑
く
る
し
い
。
が
、
　
　
諺




に

、
火
事
の
折
か
ら
土
蔵
の
焼
け
る
の
を
防
ぐ
の
に
、
大

盥







に
満
々






と
水
を
湛



へ
、
蝋
燭






に
灯

を
点
じ
た
の
を
其

の
中
に
立
て
て
目
塗





を
す
る
と
、
壁
を
透



し
て
煙
が
裡



へ
漲





つ
て
も
、
火
気

を
呼
ば
な
い
で
安
全
だ
と
言
ふ
。
…
…
火
を
以
て
火
を
制
す
る
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

　
こ
ゝ
に
女
優
た
ち
の
、
近
代
的
情
熱
の
燃
ゆ
る
が
如
き
演
劇
は
、
恰





も
此
の
轍



だ
、
と
称



へ
て
可

い
。
雲
は

焚

け
、
草
は
萎



み
、
水
は
涸

れ
、
人
は
喘



ぐ
時
、
一
座
の
劇
は
宛
然






褥

熱







に
対
す
る
氷
の
如
く
、
十
万
の
市

3



民
に
、
一
剤



、
清
涼
の
気
を
齎



ら
し
て
剰
余





あ
つ
た
。

　
膚



の
白
さ
も
雪
な
れ
ば
、
瞳





も
露



の
涼
し
い
中
に
も
、
挙



つ
て
座
中






の
明
星
と
称



へ
ら
れ
た
村
井
紫
玉









が
、

「
ま
あ
…
…
前
刻





の
、
あ
の
、
小
さ
な
児

は
？
」

　
公
園
の
茶
店






に
、
一
人
静





に
憩



ひ
な
が
ら
、
緋
塩
瀬









の
煙
管
筒







の
結
目






を
解
掛





け
つ
ゝ
、
偶

と
思
つ
た
。
…

…　
髷



も
女
優
巻








で
な
く
、
故



と
つ
い
通
り
の
束
髪






で
、
薄
化
粧








の
淡
洒






し
た
意
気
造







。
形

容

に
合
せ
て
、
煙
草





入


も
、
好
み
で
持
つ
た
気
組





の
婀

娜

。

　
で
、
見
た
処





は
芸
妓






の
内
証
歩
行









と
云
ふ
風
だ
か
ら
、
ま
し
て
女
優
の
、
忍
び
の
出
、
と
言
つ
て
も
可

い
風

采

。
　
ま
た
実
際
、
紫
玉
は
此
の
日
は
忍
び
で
あ
つ
た
。
演
劇





は
昨
日





楽


に
成
つ
て
、
座
の
中
に
は
、
直
ぐ
に
次






興
行





の
隣
国






へ
、
早
く
先
乗






を
し
た
の
が
多
い
。
が
、
地
方
と
し
て
は
、
此



ま
で
経
歴





つ
た
其
処
彼
処











よ
り
、

観
光
に
価
値





す
る
名
所
が
夥





い

、
と
聞
い
て
、
中
二
日







ば
か
り
の
休
暇





を
、
紫
玉
は
此
の
土
地
に
居
残





つ
た
。

そ
し
て
、
旅

宿







に
二
人
附
添





つ
た
、
玉
野





、
玉
江





と
云
ふ
女
弟
子
も
連
れ
な
い
で
、
一
人
で
密



と
、
…
…
日



盛


も
恁

う
し
た
身
に
は
苦
に
な
ら
ず
、
町
中






を
見
つ
ゝ
漫





に
来
た
。

　
惟



ふ
に
、
太
平
の
世
の
国
の
守



が
、
隠
れ
て
民
間
に
微
行





す
る
の
は
、
政





を

聞
く
時
よ
り
、
ど
ん
な
に
か
得

意
で
あ
ら
う
。
落
人






の
其



な
ら
で
、
そ
よ
と
鳴
る
風
鈴
も
、
人
は
昼
寝
の
夢
に
さ
へ
、
我
名





を
呼
ん
で
、
讃
美

し
、
歎
賞
す
る
、
微
妙
な
る
音
響
、
と
聞
え
て
、
其
の
都

度

、
ハ
ツ
と
隠
れ
忍
ん
で
、
微
笑





み
〳
〵
通
る
と
思
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へ
。

　
深
張






の
涼
傘





の
影
な
が
ら
、
尚

ほ
面
影






は
透
き
、
色
香





は
仄



め
く
…
…
心
地





す
れ
ば
、
誰



憚




る
と
も
な
く
自

然


か
ら
俯
目





に
俯
向





く
。
謙
譲
の
褄



は
づ
れ
は
、
倨
傲






の
襟



よ
り
品



を
備
へ
て
、
尋

常







な
姿

容








は
調





つ
て
、

焼
地





に
焦

り
つ
く
影
も
、
水
で
描
い
た
や
う
に
涼
し
く
も
清
爽






で
あ
つ
た
。

　
僅
少





に
畳





の
縁



ば
か
り
の
、
日
影
を
選
ん
で
辿



る
の
も
、
人
は
目
を
※



つ
て
、
鯨





に
乗
つ
て
人
魚
が
通
る
と

見
た
で
あ
ら
う
。
…
…
素
足





の
白
い
の
が
、
す
ら
〳
〵
と
黒
繻
子







の
上
を
辷



れ
ば
、
溝



の
流





も
清
水





の
音
信






。

　
で
、
真
先






に
志




し

た
の
は
、
城
の
櫓





と
境
を
接
し
た
、
三

つ
二



つ
、
全
国
に
指
を
屈
す
る
と
云
ふ
、
景

勝







の
公
園
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
公
園
の
入
口
に
、
樹
林
を
背

戸

に
、
蓮
池






を
庭
に
、
柳
、
藤



、
桜
、
山
吹






な
ど
、
飛
々






に
名
を
呼
ば
れ
た
茶



店


が
あ
る
。

　
紫
玉
が
、
い
ま
腰
を
掛
け
た
の
は
柳
の
茶
屋
と
言
ふ
の
で
あ
つ
た
。
が
、
紅



い
襷





で
、
色
白






な
娘
が
運
ん
だ
、

煎
茶






と
煙
草
盆







を
袖



に
控
へ
て
、
然

ま
で
嗜





む
と
も
な
い
、
其
の
、
伊

達

に
持
つ
た
煙
草
入







を
手
に
し
た
時
、

　
　

「
…
…
あ
れ
は
女
の
児

だ
つ
た
か
知
ら
、
其
と
も
男
の
児
だ
つ
た
ら
う
か
ね
。
」
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と
思
ひ
出
し
た
の
は
其
で
あ
る
。
　
　

　
で
、
華
奢
造








り
の
黄
金
煙
管











で
、
余
り
馴

れ
な
い
、
些

と
覚
束






な
い
手
つ
き
し
て
、
青
磁
色







の
手
つ
き
の
瀬

戸
火
鉢









を
探
り
な
が
ら
、

「
…
…
帽
子
を
…
…
被



つ
て
居
た
と
す
れ
ば
、
男
の
児
だ
ら
う
が
、
青
い
鉢
巻






だ
つ
け
。
…
…
麦
藁






に
巻
い
た

切


だ
つ
た
ら
う
か
、
其
と
も
リ
ボ
ン
か
知
ら
。
色
は
判
然






覚
え
て
居
る
け
ど
、
…
…
お
待
ち
よ
、
　
　
と
恁

う

だ
か
ら
。
…
…
」

　
取
つ
て
着
け
た
や
う
な
喫

み
方
だ
か
ら
、
見
る
と
、
も
の
〳
〵
し
い
ま
で
に
、
打

傾







い
て
一
口






吸
つ
て
、

「
…
…
年

紀

は
、
然

う
さ
ね
、
七
歳





か
六
歳





ぐ
ら
ゐ
な
、
色
の
白
い
上
品
な
、
…
…
男
の
児
に
し
て
は
些

と
綺

麗


過
ぎ
る
か
ら
女
の
児
　
　
だ
と
リ
ボ
ン
だ
ね
。
　
　
青
い
リ
ボ
ン
。
…
…
幼
稚





く
た
つ
て
緋

と
限
り
も
し
な

い
わ
ね
。
で
は
、
矢
張





り
女
の
児
か
知
ら
。
そ
れ
に
し
て
は
麦
藁
帽
子
…
…
尤





も
お
さ
げ
に
結

つ
て
れ
ば
…
…

だ
け
ど
、
其

処

ま
で
は
気
が
付
か
な
い
。
…
…
」

　
大
通
り
は
一
筋






だ
が
、
道
に
迷
ふ
の
も
一
興
で
、
其

処

と
も
な
く
、
裏
小
路







へ
紛
れ
込
ん
で
、
低
い
土
塀





か

ら
瓜



、
茄

子

の
畠





の
覗



か
れ
る
、
荒

れ
寂



れ
た
邸

町







を
一
人
で
通
つ
て
、
ま
る
つ
切



人
に
行
合





は
ず
。
白
熱

し
た
日
盛






に
、
よ
く
も
羽
が
焦
げ
な
い
と
思
ふ
、
白
い
蝶

々








の
、
不
意
に
ス
ツ
と
来
て
、
飜
々






と
擦
違






ふ
の

を
、
吃
驚






し
た
顔
を
し
て
見
送
つ
て
、
そ
し
て
莞
爾






…
…
し
た
り
…
…
然

う
し
た
時
は
象
牙
骨







の
扇
で
一
寸






招

い
て
見
た
り
。
…
…
土
塀
の
崩
屋
根







を
仰
い
で
血
の
や
う
な
百
日
紅







の
咲
満





ち
た
枝
を
、
涼
傘





の
尖



で
擽



ぐ
る
、

と
堪



ら
な
い
。
と
ぶ
る
〳
〵
ゆ
さ
〳
〵
と
行

る
の
に
、
「
御
免
な
さ
い
。
」
と
言
つ
て
見
た
り
。
石
垣
の
草
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蒸

に
、
棄

て
て
あ
る
瓜
の
皮
が
、
化

け
て
脚



が
生
え
て
、
む
く
〳
〵
と
動
出






し
さ
う
な
の
に
、
「
あ
れ
。
」

と
飛
退





い
た
り
。
取
留





め
の
な
い
す
さ
び
も
、
此
の
女
の
人
気
な
れ
ば
、
話
せ
ば
逸
話
に
伝
へ
ら
れ
よ
う
。

　
低
い
山
か
と
見
た
、
樹
立





の
繁
つ
た
高
い
公
園
の
下
へ
出
る
と
、
坂
の
上



り
口



に
社





が
あ
つ
た
。

　
宮
も
大
き
く
、
境
内






も
広
か
つ
た
。
が
、
砂
浜
に
鳥
居
を
立
て
た
や
う
で
、
拝
殿






の
裏
崕






に
は
鬱
々






た
る
其

の
公
園
の
森
を
負

ひ
な
が
ら
、
広
前






は
一
面
、
真
空





な
る
太
陽
に
、
礫





の
影
一
つ
な
く
、
唯



白
紙






を
敷
詰





め
た

光
景






な
の
が
、
日
射





に
、
や
ゝ
黄



ん
で
、
渺





と
し
て
、
何

処

か
ら
散
つ
た
か
、
百
日
紅
の
二
三
点
。

　
…
…
覗
く
と
、
静
ま
り
返
つ
た
正
面
の
階




の

傍



に

、
紅



の
手
綱





、
朱



の
鞍



置
い
た
、
つ
く
り
も
の
の
自
の
神

馬


が
寂
寞






と
し
て
一
頭





立
つ
。
横
に
公
園
へ
上



る
坂
は
、
見
透





し
に
成
つ
て
居
た
か
ら
、
涼
傘





の
ま
ゝ
ス
ツ
と

鳥
居
か
ら
抜
け
る
と
、
紫
玉
の
姿
は
色
の
ま
ゝ
鳥
居
の
柱
に
映
つ
て
通
る
。
…
…
其

処

に
屋
根
囲







し
た
、
大





な

る
石
の
御
手
洗









が
あ
つ
て
、
青
き
竜
頭






か
ら
湛



へ
た
水
は
、
且

つ
す
ら
〳
〵
と
玉
を
乱
し
て
、
颯



と
簾





に
噴
溢






れ
る
。
其
手
水
鉢










の
周
囲





に
、
唯



一
人
…
…
其
の
稚

児

が
居
た
の
で
あ
つ
た
。

　
が
、
炎
天
、
人
影
も
絶
え
た
折
か
ら
、
父
母






の
昼
寝
の
夢
を
抜
出





し
た
、
神
官
の
児

で
あ
ら
う
と
紫
玉
は
視

た
。
ち
ら
〳
〵
廻
り
つ
ゝ
、
廻
り
つ
ゝ
、
彼

方

此

方

す
る
。
…
…

　
唯

、
御
手
洗
は
高
く
、
稚
児
は
小
さ
い
の
で
、
下
を
伝
う
て
ま
は
り
を
廻
る
の
が
、
宛
然






、
石
に
刻
ん
だ
形

が
、
噴
溢






れ
る
水
の
影
に
誘
は
れ
て
、
す
ら
〳
〵
と
動
く
や
う
な
。
…
…
と
視
る
う
ち
に
、
稚
児
は
伸
上






り
、

伸
上






つ
て
は
、
い
た
い
け
な
手
を
空
に
、
す
ら
り
と
動
い
て
、
伸
上
つ
て
は
、
又
空
に
手
を
伸
ば
す
。
　
　

　
紫
玉
は
ズ
ツ
と
寄
つ
た
。
稚
児
は
最

う
涼
傘





の
陰
に
入
つ
た
の
で
あ
る
。
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「
一
寸






…
…
何
を
し
て
居
る
の
。
」

「
水
が
欲
し
い
の
。
」

　
と
、
あ
ど
け
な
く
言
つ
た
。

　
あ
ゝ
、
其



が
た
め
足
場
を
取
つ
て
は
、
取
替





へ
て
は
、
手
を
伸
ば
す
、
が
爪
立





つ
て
も
、
青
い
巾



を
巻
い
た
、

其
の
振
分
髪








、
ま
ろ
が
丈



は
…
…
筒
井
筒







其
の
半





に
も
届
く
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
其
の
御
手
洗









の
高
い
縁



に
乗
つ
て
居
る
柄
杓






を
、
取
り
た
い
、
と
又
稚

児

が
然

う
言
つ
た
。

　
紫
玉
は
思
は
ず
微
笑





ん
で
、

「
あ
ら
、
恁

う
す
れ
ば
仔

細

は
な
い
よ
。
」

　
と
、
半
身






を
斜
め
に
し
て
、
溢



れ
か
ゝ
る
水
の
一
筋






を
、
玉



の
雫





に
、
颯



と
散
ら
し
て
、
赤
く
燃
ゆ
る
や
う

な
唇
に
請

け
た
。
ち
や
う
ど
渇
い
て
も
居
た
し
、
水
の
潔



い
事
を
見
た
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

「
ね
え
、
お
前
。
」

　
稚
児
が
仰
い
で
、
熟



と
紫
玉
を
視

て
、

「
手
を
浄



め
る
水
だ
も
の
。
」

　
直

接

に
吻



を
接



る
の
は
不
作
法
だ
、
と
咎



め
た
や
う
に
聞
え
た
の
で
あ
る
。
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劇
壇
の
女
王






は
、
気
色





し
た
。

「
い
や
に
お
茶



が
つ
て
る
よ
、
生
意
気
な
。
」
と
、
軽
く
其
の
頭





を
掌




で

叩


き
放



し
に
、
衝

と
広
前






を
切
れ
て
、

坂
に
出
て
、
見
返
り
も
し
な
い
で
、
扨

て
や
が
て
此
の
茶
屋
に
憩



つ
た
の
で
あ
つ
た
。
　
　

　
今
思
ふ
と
、
手
を
触
れ
た
稚
児
の
頭





も
、
女
か
、
男
か
、
不
思
議
に
其
の
感
覚
が
残
ら
ぬ
。
気
は
涼
し
か
つ

た
が
、
暑
さ
に
、
幾
干





か
茫



と
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
娘



さ
ん
、
町
か
ら
、
此
の
坂
を
上



る
処





に
、
お
宮
が
あ
り
ま
す
わ
ね
。
」

「
は
い
。
」

「
何
と
言
ふ
、
お
社





で
す
。
」

「
浦
安






神
社
で
ご
ざ
い
ま
す
わ
。
」
と
、
片
手
を
畳





に
、
娘
は
行
儀
正
し
く
答
へ
た
。

「
何
神
様








が
祭
つ
て
あ
り
ま
す
。
」

「
お
父
さ
ん
、
お
父
さ
ん
。
」
と
娘
が
、
つ
い
傍



に
、
蓮
池






に
向
い
て
、
（
じ
ん
べ
）
と
言
ふ
膝



ぎ
り
の
帷
子






で
、
眼
鏡





の
下
に
内
職
ら
し
い
網



を
す
い
て
居
る
半
白






の
父
を
呼
ぶ
と
、
急
い
で
眼
鏡
を
外



し
て
、
コ
ツ
ン
と

水

牛







の
柄

を
畳



ん
で
、
台
に
乗
せ
て
、
其
か
ら
向
直






つ
て
、
丁
寧
に
辞
儀
を
し
て
、

「
え
ゝ
、
浦
安
様
は
、
浦
安
か
れ
と
の
、
其
の
御
守
護
ぢ
や
さ
う
に
ご
ざ
り
ま
し
て
。
水
を
ば
お
司




り

な
さ
れ

ま
す
、
竜

神







と
申
す
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
。
こ
れ
の
、
太
夫
様







に
お
茶
を
替
へ
て
上
げ
ぬ
か
い
。
」

　
紫
玉
は
我
知





ら
ず
衣
紋





が
締



つ
た
。
…
…
称



へ
か
た
は
相

応

は
ぬ
に
も
せ
よ
、
拙



な
山
水
画
の
裡



の
隠
者
め

い
た
老
人
ま
で
が
、
確
か
自
分
を
知
つ
て
居
る
。
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心
着






け
ば
、
正
面
神
棚






の
下
に
は
、
我
が
姿
、
昨
夜





も
扮
し
た
、
劇
中
女

主

人

公

の
王
妃
な
る
、
玉
の
鳳
凰






の
如
き
が
掲
げ
て
あ
つ
た
。

「
そ
し
て
、
…
…
」

　
声
も
朗





か
に
、
且

つ
慎



ま
し
く
、

「
竜
神
だ
と
、
女

神







で
す
か
、
男

神







で
す
か
。
」

「
さ
、
さ
。
」
と
老
人
は
膝



を
刻
ん
で
、
恰





も
此
の
問
を
待
構






へ
た
や
う
に
、

「
其
の
儀
は
、
と
か
く
に
申
し
ま
す
る
が
、
如
何





か
、
孰



れ
と
も
相
分






り
ま
せ
ぬ
。
此
の
公
園
の
づ
ツ
と
奥
に
、

真
暗






な
巌
窟





の
中
に
、
一
ヶ
処
清
水





の
湧

く
井
戸
が
ご
ざ
り
ま
す
。
古
色






の
夥




し

い
青
銅
の
竜
が
蟠




つ

て
、
井

桁


に
蓋



を
し
て
居

り
ま
し
て
、
金
網






を
張
り
、
み
だ
り
に
近
づ
い
て
は
成
り
ま
せ
ぬ
が
、
霊
沢
金
水










と
申
し
て
、

此
が
た
め
に
此
の
市
の
名
が
起
り
ま
し
た
と
申
し
ま
す
。
此
が
奥
の
院
と
申
す
事
で
、
え
ゝ
、
貴
方
様







が
御
意





の
浦
安
神
社
は
、
其
の
前
殿






と
申
す
事
で
ご
ざ
り
ま
す
。
御
参
詣









を
遊
ば
し
ま
し
た
か
。
」

「
あ
、
否





。
」
と
言
つ
た
が
、
す
ぐ
又
稚

児

の
事
が
胸
に
浮
ん
だ
。
そ
れ
な
り
一
時





言
葉
が
途

絶

え
る
。

　
森
々






た
る
日
中





の
樹
林
、
濃
く
黒
く
森
に
包
ま
れ
て
城
の
天
守
は
前
に
聳



ゆ
る
。
茶
店






の
横
に
も
、
見
上





る

ば
か
り
の
槐




榎




の
暗
い
影
が
樅



楓




を
薄
く
交



へ
て
、
藍

緑







の
流





に
群

青







の
瀬
の
あ
る
如
き
、
た
ら
〳
〵
上



り
の
径





が
あ
る
。
滝
か
と
思
ふ
蝉
時
雨







。
光
る
雨
、
輝
く
木

の
葉

、
此
の
炎
天
の
下
蔭






は
、
恰





も
稲
妻






に
籠



る

穴
に
似
て
、
も
の
凄



い
ま
で
寂
寞






し
た
。

　
木
下
闇







、
其
の
横
径






の
中
途






に
、
空
屋





か
と
思
ふ
、
廂





の
朽

ち
た
、
誰



も
居
な
い
店
が
あ
る
…
…
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四

　
鎖



し
て
は
な
い
も
の
の
、
奥
に
人
が
居
て
住
む
か
さ
へ
疑
は
し
い
。
其
と
も
日
が
暮
れ
る
と
、
白
い
首
で
も

出
て
些

と
は
客
が
寄
ら
う
も
知
れ
ぬ
。
店
一
杯






に
雛
壇






の
や
う
な
台
を
置
い
て
、
最



ど
薄
暗
い
の
に
、
三
方






を

黒
布






で
張
廻






し
た
、
壇
の
附
元






に
、
流

星







の
髑

髏








、
乾





び
た
蛾





に

似
た
も
の
を
、
点
々
並
べ
た
の
は
的



で

あ
る
。
地
方
の
盛
場






に
は
時
々
見

掛

け
る
、
吹
矢





の
機
関






と
は
一
目





視

て
紫
玉
に
も
分
つ
た
。

　
実





は
　
　
吹
矢





も
、
化



も
の
と
名
の
つ
い
た
の
で
、
幽
霊
の
廂
合






の
幕
か
ら
倒




に

ぶ
ら
下
り
、
見
越
入
道










は

誂

へ

た
穴
か
ら
ヌ
ツ
と
出
る
。
雪
女
は
拵





へ
の
黒
塀






に
薄





り
立
ち
、
産
女
鳥







は
石
地
蔵







と
並
ん
で
悄

乎







彳




む
。

一


ツ
目

小
僧





の
豆
腐
買







は
、
流
灌
頂










の
野
川





の
縁



を
、
大
笠






を
俯
向





け
て
、
跣
足





で
ち
よ
こ
〳
〵
と
巧
み
に

歩

行

く
な
ど
、
仕
掛





も
の
に
成
つ
て
居
る
。
…
…
如
何





は
し
い
が
、
生

霊







と
札



の
立
つ
た
就

中







小
さ
な
的



に
吹
当





て
る
と
、
床
板






が
ぐ
わ
ら
り
と
転

覆








つ
て
、
大
松
蕈








を
抱
い
た
緋
の
褌




の

お
か
め
が
、
と
ん
ぼ
返
り

を
し
て
莞
爾





と
飛
出





す
、
途
端
に
、
四
方
へ
引
張
つ
た
綱



が
揺
れ
て
、
鐘
と
太
鼓
が
し
だ
ら
で
ん
で
一
斉






に
ぐ

わ
ん
ぐ
わ
ら
ん
、
ど
ん
ど
と
鳴
つ
て
、
其
で
市



が
栄
え
た
、
店
な
の
で
あ
る
が
、
一
ツ
目
小
僧
の
つ
た
ひ
歩

行

く
波
張






が
切
々






に
、
藪

畳







は
打
倒






れ
、
飾





の
石
地
蔵
は
仰
向





け
に
反

つ
て
、
視
た
処





、
も
の
あ
は
れ
な
ま
で

寂


れ
て
居
た
。

　
　
　
其
の
軒



の
土

間

に
、
背
後





む
き
に
蹲





ん
だ
僧

形







の
も
の
が
あ
る
。
坊
主





で
あ
ら
う
。
墨
染






の
麻



の
法
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衣


の
破

れ
〳
〵
な
形



で
、
鬱
金





も
最

う
鼠





に
汚



れ
た
布
に
　
　
す
ぐ
、
分
つ
た
が
、
　
　
三
味
線







を
一
挺





、
盲

目


の
琵
琶
背
負











に
背

負

つ
て
居
る
、
漂
泊





ふ
門
附






の
類





で
あ
ら
う
。

　
何
を
か
働
く
。
人
目
を
避
け
て
、
蹲




つ

て
、
虱





を
捻



る
か
、
瘡



を
掻

く
か
、
弁
当
を
使
ふ
と
も
、
掃
溜






を
探

し
た
干
魚






の
骨
を
舐





る
に
過
ぎ
ま
い
。
乞
食





の
や
う
に
薄

汚







い
。

　
紫
玉
は
敗
竄






し
た
芸
人
と
、
荒
涼
た
る
見
世
も
の
に
対
し
て
、
深
い
歎
息






を
漏

ら
し
た
。
且

つ
あ
は
れ
み
、

且
つ
可
忌





し
が
つ
た
の
で
あ
る
。

　
灰
吹






に
薄
い
唾



し
た
。

　
此
の
世
盛





り
の
、
思
ひ
上
れ
る
、
美
し
き
女
優
は
、
樹
の
緑
蝉



の
声
も
滴





る
が
如
き
影
に
、
框





も
自
然





か
ら

浮
い
て
高
い
処





に
、
色
も
濡
々






と
水
際
立







つ
、
紫
陽
花









の
花
の
姿
を
撓



わ
に
置
き
つ
ゝ
、
翡
翠





、
紅
玉





、
真
珠

な
ど
、
指
環
を
三

つ
四

つ
嵌

め
た
白
い
指
を
ツ
ト
挙
げ
て
、
鬢



の
後
毛






を
掻
い
た
次
手





に
、
白
金






の
高
彫






の
、

翼
に
金

剛

石

を
鏤





め
、
目
に
は
血
膸
玉









、
嘴




と

爪
に
緑
宝
玉







の
象
嵌






し
た
、
白
く
輝
く
鸚
鵡





の
釵




　

　
何
某






の
伯
爵
が
心
を
籠

め
た
贈





も
の
と
て
、
人
は
知
つ
て
、
（
伯
爵
）
と
称



ふ
る
其
の
釵
を
抜
い
て
、
脚



を
返
し
て
、

喫
掛





け
た
火
皿





の
脂



を
浚



つ
た
。
…
…
伊

達

の
煙
管





は
、
煙
を
吸
ふ
よ
り
、
手
す
さ
み
の
科





が
多
い
慣
習





で
あ

る
。

　
三
味
線
背

負

つ
た
乞
食
坊
主
が
、
引
掻





く
や
う
に
も
ぞ
〳
〵
と
肩
を
揺



る
と
、
一
眼






ひ
た
と
盲

ひ
た
、
眇




の

青
ぶ
く
れ
の
面



を
向
け
て
、
恁

う
、
引

傾







つ
て
、
熟



と
紫
玉
の
其
の
状



を
視

る
と
、
肩
を
抽

い
た
杖



の
尖



が
、

一
度
胸
へ
引
込





ん
で
、
前
屈






み
に
、
よ
た
り
と
立
つ
た
。
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杖
を
径





に
突
立





て
〳
〵
、
辿
々






し
く
下
闇






を
蠢





い
て
下

り
て
、
城
の
方



へ
去
る
か
と
思
へ
ば
、
の
ろ
く
後






退

を
し
な
が
ら
、
茶
店






に
向
つ
て
、
吻



と
、
立
直






つ
て
一
息






吐

く
。

　
紫
玉
の
眉



の
顰



む
時
、
五
間



ば
か
り
軒



を
離
れ
た
、
其

処

で
早

や
、
此
方





へ
ぐ
つ
た
り
と
叩
頭





を
す
る
。

　
知
ら
な
い
振



し
て
、
目
を
そ
ら
し
て
、
紫
玉
が
釵




に

俯
向





い
た
。
が
、
濃
い
睫
毛





の
重
く
成
る
ま
で
、
坊
主

の
影
は
近





い
た
の
で
あ
る
。

「
太
夫
様







。
」

　
ハ
ツ
と
顔
を
上
げ
る
と
、
坊
主
は
既
に
敷
居
を
越
え
て
、
目
前





の
土

間

に
、
両

膝







を
折
つ
て
居
た
。

「
…
…
…
…
」

「
お
願





で
ご
ざ
り
ま
す
。
…
…
お
慈

悲

ぢ
や
、
お
慈
悲
、
お
慈
悲
。
」

　
仮
初






に
置
い
た
涼
傘





が
、
襤
褸
法
衣











の
袖



に
触
れ
さ
う
な
の
で
、
密



と
手
元
へ
引
い
て
、

「
何
で
す
か
。
」
と
、
坊
主
は
視
な
い
で
、
茶
屋
の
父
娘





に
目
を
遣

つ
た
。

　
立
つ
て
声
を
掛
け
て
追
は
う
と
も
せ
ず
、
父
も
娘
も
静





に
視
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
少
時






す
る
と
、
此
の
旱





に
水
は
涸

れ
た
が
、
碧

緑







の
葉
の
深
く
繁
れ
る
中
な
る
、
緋
葉





の
滝
と
云
ふ
の
に

対
し
て
、
紫
玉
は
蓮
池






の
汀





を
歩

行

い
て
居
た
。
こ
ゝ
に
別
に
滝
の
四
阿






と
称



ふ
る
の
が
あ
つ
て
、
八

ツ
橋



を
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掛
け
、
飛
石






を
置
い
て
、
枝
折
戸









を
鎖



さ
ぬ
の
で
あ
る
。

　
で
、
滝
の
あ
る
位
置
は
、
柳
の
茶
屋
か
ら
だ
と
、
も
と
の
道
へ
小
戻





り
す
る
事
に
成
る
。
紫
玉
は
あ
の
、
吹

矢


の
径



か
ら
公
園
へ
入
ら
な
い
で
、
引
返






し
た
の
で
、
…
…
涼
傘





を
投
遣





り
に
翳



し
な
が
ら
、
袖



を
柔
か
に
、

手
首
を
や
ゝ
硬
く
し
て
、
彼
処





で
抜
い
た
白
金






の
鸚
鵡





の
釵




、

其
の
翼
を
一
寸






抓


ん
で
、
晃
乎





と
ぶ
ら
下
げ
て

居
る
の
で
あ
る
が
。

　
仔
細
は
希

有

な
、
…
…

　
坊
主
が
土

下

座

し
て
「
お
慈
悲
、
お
慈
悲
。
」
で
、
お
願





と
言
ふ
の
が
金



で
も
米
で
も
な
い
。
施
与






に
は
違

ひ
な
け
れ
ど
、
変
な
事
に
は
「
お
禁
厭






を
し
て
遣



は
さ
れ
い
。
虫
歯
が
疚



い
て
堪
へ
難



い
で
な
。
」
と
、
成
程






左
の
頬



が
ぷ
く
り
と
う
だ
ば
れ
た
の
を
、
堪
難






い
状



に
掌




で

抱


へ
て
、
首
を
引
傾







け
た
同
じ
方
の
一
眼






が
白
く

ど
ろ
ん
と
し
て
潰



れ
て
居
る
。
其
の
目
か
ら
も
、
ぶ
よ
〳
〵
と
し
た
唇
か
ら
も
、
汚





い
液



が
垂
れ
さ
う
な
塩
梅






。

「
お
慈
悲
ぢ
や
。
」
と
更
に
拝
ん
で
、
「
手
足
に
五
寸



釘
を
打
た
れ
う
と
て
も
、
恁



ま
で
の
苦
悩






は
ご
ざ
い
ま

す
ま
い
ぞ
、
お
情





ぢ
や
、
禁
厭





う
て
遣



は
さ
れ
。
」
で
、
禁
厭






と
は
別
儀





で
な
い
。
　
　
其
の
紫
玉
が
手
に
し

た
白
金






の
釵
を
、
歯
の
う
ろ
へ
挿
入






て
欲
し
い
の
だ
と
言
ふ
。

「
太
夫
様







お
手
づ
か
ら
。
…
…
竜
と
蛞
蝓






ほ
ど
違
ひ
ま
し
て
も
、
生





あ
る
う
ち
は
私



ぢ
や
と
て
、
芸
人
の
端
く

れ
。
太
夫
様
の
御
光
明









に
照
ら
さ
れ
ま
す
だ
け
で
も
、
此
の
疚
痛





は
忘
ら
れ
ま
せ
う
。
」
と
、
は
ツ
は
ツ
と
息

を
吐

く
。
…
…

　
既
に
、
何
人






で
あ
る
か
を
知
ら
れ
て
、
土
に
手
を
つ
い
て
太
夫
様
と
言
は
れ
た
の
で
は
、
其
の
所
謂






禁
厭






の
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断
り
悪



さ
は
、
金
銭
の
無
心





を
さ
れ
た
の
と
同
じ
事
　
　
但



し
手
か
ら
手
へ
渡
す
も
恐
れ
る
…
…
落
し
て
釵




を

貸
さ
う
と
す
る
と
、
「
あ
ゝ
、
い
や
、
太
夫
様
、
お
手
づ
か
ら
。
…
…
貴
女
様







の
膚



の
移
香






、
脈
の
響





を
お
釵

か
ら
伝
へ
受
け
た
い
の
で
ご
ざ
り
ま
す
。
貴
方
様







の
御
血
脈








、
其
が
禁
厭






に
成
り
ま
す
の
で
、
お
手
に
釵
の
鳥

を
ば
お
持
ち
遊
ば
さ
れ
て
、
は
い
、
は
い
、
は
い
。
」
あ
ん
、
と
口
を
開



い
た
中
へ
、
紫
玉
は
止

む
事
を
得
ず
、

手
に
持
添





へ
つ
つ
、
釵
の
脚



を
挿
入





れ
た
。

　
喘



ぐ
わ
、
舐





る
わ
！
　
鼻
息






が
む
ツ
と
掛



る
。
堪



ら
ず
袖
を
巻
い
て
唇
を
蔽



ひ
な
が
ら
、
勢





ひ
釵
と
と
も
に
、

や
ゝ
白



や
か
な
手
の
伸
び
る
の
が
、
雪
白






な
る
鵞
鳥






の
七
宝






の
瓔
珞






を
掛
け
た
風
情





な
の
を
、
無
性
髯








で
、
チ

ユ
ツ
パ
と
啜
込






む
や
う
に
、
坊
主
は
犬

蹲








に
成
つ
て
、
頤



で
う
け
て
、
ど
ろ
り
と
嘗

め
込
む
。

　
唯

、
紫
玉
の
手
に
は
、
づ
ぶ
〳
〵
と
響
い
て
、
腐
れ
た
瓜



を
突
刺





す
気
味
合









。

　
指
環
は
緑

紅







の
結
晶
し
た
る
玉
の
如
き
虹



で
あ
る
。
眩



し
か
つ
た
ら
う
。
坊
主
は
開



い
た
目
も
閉
ぢ
て
、

※


と
し
た
顔

色







で
、
し
つ
き
り
も
な
し
に
、
だ
ら
〳
〵
と
涎





を
垂
ら
す
。
「
あ
ゝ
、
手
が
だ
る
い
、
ま
だ
？
」

「
い
ま
一
息
。
」
　
　

　
不
思
議
な
光
景





は
、
美
し
き
女
が
、
針
の
尖



で
怪
し
き
魔
を
操





る
、
舞
台
に
於
け
る
、
神
秘
な
る
場
面
に
も

見
え
た
。
茶
店






の
娘
と
其
の
父
は
、
感
に
堪
へ
た
観
客
の
如
く
、
呼

吸

を
殺
し
て
固
唾





を
飲
ん
だ
。

　
…
…
「
あ
ゝ
、
お
有
難






や
、
お
有
難
い
。
ト
ン
と
苦
悩
を
忘
れ
ま
し
た
。
お
有
難
い
。
」
と
三
味
線
包










、
が

つ
く
り
と
抜
衣
紋







。
で
、
両
掌






を
仰
向





け
、
低
く
紫
玉
の
雪
の
爪
尖






を
頂
く
真
似
し
て
、
「
恁

や
う
に
穢



い
も

の
な
れ
ば
、
く
ど
〳
〵
お
礼
な
ど
申
し
て
、
お
身
近





は
却



つ
て
お
目
触





り
、
御
恩
は
忘
れ
ぬ
ぞ
や
。
」
と
胸
を
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捻

ぢ
る
や
う
に
杖



で
立
つ
て
、

「
お
有
難
や
、
お
有
難
や
。
あ
ゝ
、
苦

を
忘
れ
て
腑

が
抜
け
た
。
も
し
、
太
夫
様







。
」
と
敷
居
を
跨



い
で
、
蹌

踉
状






に
振
向





い
て
、
「
あ
の
、
其
の
お
釵




に

…
…
」
　
　
「
え
。
」
と
紫
玉
が
鸚
鵡





を
視

る
時
、
「
歯
く
さ
が

着
い
て
は
居

り
ま
せ
ぬ
か
。
恐
縮





や
。
…
…
え
ひ
ゝ
。
」
と
ニ
ヤ
リ
と
し
て
、

「
ち
や
つ
と
お
拭

き
な
さ
れ
ま
せ
い
。
」
此
が
た
め
に
、
紫
玉
は
手
を
掛
け
た
懐

紙








を
、
余

儀

な
く
一
寸






逡

巡


つ
た
。

　
同
時
に
、
あ
ら
ぬ
方



に
蒼

と
面





を
背



け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
紫
玉
は
待
兼





ね
た
や
う
に
懐
紙





を
重
ね
て
、
伯
爵
、
を
清
め
な
が
ら
、
森
の
径





へ
行

き
ま
し
た
か
、
坊
主
は
、

と
訊

い
た
。
父
も
娘
も
、
へ
い
、
と
言
つ
て
、
大
方
然

う
だ
ら
う
と
言
ふ
。
　
　
最

う
影
も
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
父
娘





は
唯



、
紫
玉
の
挙
動






に
の
み
気
を
奪

ら
れ
て
居
た
ら
う
。
…
…
此
の
辺
を
歩

行

く
門
附






見
た
い
な
も

の
、
と
又
訊
け
ば
、
父
親
が
つ
ひ
ぞ
見
掛
け
た
事
は
な
い
。
娘
が
跣
足





で
居
ま
し
た
、
と
言
つ
た
の
で
、
旅
か

ら
紛
込






ん
だ
も
の
か
、
其
も
分
ら
ぬ
。

　
と
、
言
ふ
う
ち
に
も
、
紫
玉
は
一
寸
々
々








眉


を
顰



め
た
。
抜
い
て
持
つ
た
釵




、

鬢
摺





れ
に
髪
に
返
さ
う
と
す

る
と
、
呀

、
す
る
毎



に
、
手
の
撓



ふ
に
さ
へ
、
得

も
言
は
れ
な
い
、
異

な
、
変
な
、
悪
臭






い
、
堪



ら
な
い
、
臭

16伯爵の釵



気


が
し
た
の
で
あ
る
か
ら
。

　
城
は
公
園
を
出
る
方
で
、
其

処

に
も
影
が
な
い
と
す
る
と
、
吹
矢





の
道
を
上



つ
た
に
相
違
な
い
。
で
、
後



へ

続
く
に
は
堪
へ
ら
れ
ぬ
。

　
其

処

で
滝
の
道
を
訊
い
て
　
　
此

処

へ
来
た
。
　
　

　
泉
殿






に
擬





へ
た
、
飛
々






の
亭



の
孰



れ
か
に
、
邯
鄲






の
石
の
手
水
鉢








、
名
品
、
と
教
へ
ら
れ
た
が
、
水
の
音
よ

り
蝉



の
声
。
で
、
勝
手
に
通
抜






け
の
出
来
る
茶
屋
は
、
昼
寝
の
半



ば
ら
し
い
。
何

の
座
敷
も
寂
寞






し
て
人
気
勢







も
な
か
つ
た
。

　
御
歯
黒
蜻
蛉









が
、
鉄

漿

つ
け
た
女
房






の
、
微





な
夢
の
影
ら
し
く
、
ひ
ら
〳
〵
と
一
つ
、
葉
ば
か
り
の
燕
子
花







を
伝
つ
て
飛
ぶ
の
が
、
此
の
あ
た
り
御
殿
女
中
の
逍

遙







し
た
昔
の
幻
を
、
寂



し
く
描
い
て
、
都
を
出
た
日
、

遠
く
来
た
旅
を
思
は
せ
る
。

　
す
べ
て
旧
藩
侯









の
庭
園
だ
、
と
言
ふ
に
つ
け
て
も
、
贈

主







な
る
貴
公
子
の
面
影






さ
へ
浮
ぶ
、
伯
爵
の
鸚

鵡


を
何



と
せ
う
。

　
霊

廟







の
土
の
瘧





を
落
し
、
秘

符

の
威
徳
の
鬼
を
追
ふ
や
う
、
立

処







に
坊
主
の
虫
歯
を
癒



し
た
は
然

る
こ

と
な
が
ら
、
路
々






も
悪
臭






さ
の
消
え
な
い
ば
か
り
か
、
口

中







の
臭
気
は
、
次
第
に
持
つ
手
を
伝





つ
て
、
袖



に

も
移
り
さ
う
に
思
は
れ
る
。

　
紫
玉
は
、
樹
の
下
に
涼
傘





を
畳



ん
で
、
滝
を
斜
め
に
視

つ
ゝ
、
池
の
縁



に
低
く
居
た
。

　
滝
は
、
旱





に
爾



く
骨
な
り
と
雖





も
、
巌





に
は
苔
蒸





し
、
壺



は
森
を
被



い
で
蒼



い
。
然



も
巌



が
く
れ
の
裏
に
、
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ど
う
ど
う
と
落
ち
た
ぎ
る
水
の
音
の
凄





じ
く
響
く
の
は
、
大
樋






を
伏
せ
て
二
重
に
城
の
用
水
を
引
い
た
、
敵
に

対
す
る
要
害
で
、
地
下
を
城
の
内
濠






に
灌



ぐ
と
聞
く
、
戦
国
の
余
残





だ
さ
う
で
あ
る
。

　
紫
玉
は
釵




を

洗
つ
た
。
…
…
艶



な
る
女
優
の
心
を
得
た
池
の
面



は
、
萌
黄





の
薄
絹






の
如
く
波
を
伸

べ
つ
ゝ
拭



つ
て
、
清
め
る
ば
か
り
に
見
え
た
の
に
、
取
つ
て
黒
髪
に
挿

さ
う
と
す
る
と
、
些



と
離
し
た
く
ら
ゐ
で
は
、
耳

の
辺



へ
も
寄
せ
ら
れ
ぬ
。
鼻
を
衝

い
て
、
ツ
ン
と
臭



い
。

「
あ
、
」
と
声
を
立
て
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　
雫





を
切
る
と
、
雫
ま
で
芬



と
臭



ふ
。
た
と
へ
ば
貴
重
な
る
香
水
の
薫





の
一
滴
の
散
る
や
う
に
、
洗
へ
ば
洗
ふ

ほ
ど
流
せ
ば
流
す
ほ
ど
香

が
広
が
る
。
…
…
二
三
度
、
四
五
度
、
繰
返
す
う
ち
に
、
指
に
も
、
手
に
も
、
果



は

指
環
の
緑
碧
紅
黄











の
珠

玉







の
数
に
も
、
言
ひ
や
う
の
な
い
悪
臭







が
蒸



れ
掛



る
や
う
に
思
は
れ
た
の
で
。
…

…「
え
ゝ
。
」

　
紫
玉
は
ス
ツ
と
立
つ
て
、
手
の
は
ず
み
で
一
振






振
つ
た
。

「
ぬ
し
に
お
成
り
よ
。
」

　
白
金






の
羽



の
散
る
状



に
、
ち
ら
〳
〵
と
映
る
と
、
釵




は

滝
壺






に
真
蒼






な
水
に
沈
ん
で
行
く
。
…
…
あ
は
れ
、

呪
は
れ
た
る
仙
禽






よ
。
卿





は
熱
帯
の
鬱
林






に
放
た
れ
ず
し
て
、
山
地





の
碧
潭






に
謫



さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
ト

此
の
奇
異
な
る
珍
客
を
迎
ふ
る
か
、
不
可
思
議
の
獲

も
の
に
競



ふ
か
、
静





な
る
池
の
面

に
、
眠
れ
る
魚



の
如
く

縦

横







に
横





は
つ
た
、
樹
の
枝
々
の
影
は
、
尾
鰭





を
跳
ね
て
、
幾
千
と
も
な
く
、
一
時






に
皆
揺
動






い
た
。
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此
に
悚

然

と
し
た
状



に
、
一
度
す
ぼ
め
た
袖
を
、
は
ら
〳
〵
と
翼
の
如
く
搏



い
た
の
は
、
紫
玉
が
、
可
厭





し

き
移
香






を
払
ふ
と
と
も
に
、
高
貴
な
る
鸚
鵡
を
思
ひ
切
つ
た
、
安
か
ら
ぬ
胸
の
波
動
で
、
尚

ほ
且

つ
飜
々






と
ふ

る
ひ
な
が
ら
、
衝

と
飛
退





く
や
う
に
、
滝
の
下
行
く
桟
道






の
橋
に
退

い
た
。

　
石
の
反
橋






で
あ
る
。
巌



と
石
の
、
い
づ
れ
に
も
累





れ
る
牡
丹





の
花
の
如
き
を
、
左
右
に
築
き
上
げ
た
、
銘



を

石

橋








と
言
ふ
、
反
橋






の
石
の
真
中
に
立
つ
て
、
吻

と
一
息






し
た
紫
玉
は
、
此
の
時
、
す
ら
り
と
、
脊

も
心
も

高
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
明
眸






の
左
右
に
樹
立





が
分
れ
て
、
一
条






の
大
道






、
炎
天
の
下



に
展



け
つ
ゝ
、
日
盛






の
町
の
大
路





が
望
ま
れ
て
、

煉
瓦
造








の
避
雷
針
、
古
い
白
壁






、
寺
の
塔
な
ど
睫





を
擽





る
中
に
、
行
交





ふ
人
は
点
々
と
蝙
蝠






の
如
く
、
電
車
は

光
り
な
が
ら
山
椒
魚









の
這

ふ
の
に
似
て
居
る
。

　
忘
れ
も
し
な
い
、
眼
界






の
其
の
突
当






り
が
、
昨
夜





ま
で
、
我
あ
れ
ば
こ
そ
、
電
燭
の
宛
然






水
晶
宮
の
如
く
輝

い
た
劇
場
で
あ
つ
た
。

　
あ
ゝ
、
一
翳






の
雲
も
な
い
の
に
、
緑





紫



紅



の

旗
の
影
が
、
ぱ
つ
と
空
を
蔽



ふ
ま
で
、
花



や
か
に
目
に
飜




つ

た
、

唯

見
る
と
颯



と
近
づ
い
て
、
眉



に
近
い
樹
々
の
枝
に
色
鳥






の
種
々






の
影
に
映
つ
た
。

　
蓋



し
劇
場
に
向
つ
て
、
高
く
翳



し
た
手
の
指
環
の
、
玉
の
矜





の
幻
影






で
あ
る
。
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紫
玉
は
、
瞳





を
返
し
て
、
華
奢






な
指
を
、
俯
向





い
て
視

つ
ゝ
莞
爾






し
た
。

　
そ
し
て
、
す
ら
〳
〵
と
石

橋








を
前
方





へ
渡
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
森
を
通
る
、
姿
は
翠





に
青
ず
む
ま
で
、
静





に
落
着
い
て
見
え
た
け
れ
ど
、
二



ツ
三

ツ
重





つ
た
不
意
の
出
来
事
に
、
心
の
騒
い
だ
の
は
争





は
れ
な
い
。
…
…

涼
傘





を
置
忘






れ
た
も
の
。
…
…

　
森
を
高
く
抜
け
る
と
、
三
国






見
霽





し
の
一
面
の
広
場
に
成
る
。
赫



と
射

る
日
に
、
手
廂






し
て
恁

う
視



む
れ
ば
、

松
、
桜
、
梅
い
ろ
〳
〵
樹
の
状



、
枝
の
振



の
、
各
自






名
あ
る
神
仙






の
形
を
映
す
の
み
。
幸
ひ
に
可
忌






い
坊
主
の

影
は
、
公
園
の
一
木



一
草



を
も
妨





げ
ず
。
又
…
…
人
の
往
来





ふ
さ
へ
殆





ど
な
い
。

　
一

処







、
大
池






が
あ
つ
て
、
朱
塗






の
船
の
、
漣




に

、
浮
い
た
汀





に
、
盛
装
し
た
妙
齢






の
派

手

な
女
が
、
番





の

鴛
鴦






の
宿
る
や
う
に
目
に
留



つ
た
。

　
真
白
な
顔
が
、
揃



つ
て
此
方





を
向
い
た
と
思
ふ
と
。

「
あ
ら
、
お
嬢
様
。
」

「
お
師
匠






さ
ー
ん
。
」

　
一
人
が
最

う
、
空
気
草
履








の
、
媚





か
し
い
褄
捌






き
で
駆
け
て
来
る
、
目
鼻
は
玉
江





。
…
…
最

う
一
人
は
玉
野





で
あ
つ
た
。

　
紫
玉
は
故
郷
へ
帰
つ
た
気
が
し
た
。

「
不
思
議
な
処





で
、
と
言
ひ
た
い
わ
ね
。
見



ぶ
つ
か
い
。
」

「
え
ゝ
、
観
光
団
。
」
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「
何
を
悪
戯






を
し
て
居
る
の
、
お
前
さ
ん
た
ち
。
」

　
と
連
立





つ
て
寄
る
、
汀





に
居
た
玉
野
の
手
に
は
、
船
首





へ
掛
け
つ
ゝ
棹



が
あ
つ
た
。

　
舷




は

藍


、
萌
黄





の
翼
で
、
頭





に
も
尾
に
も
紅



を
塗
つ
た
、
鷁
首






の
船
の
屋
形
造








。
玩
具






の
や
う
だ
が
四
五
人

は
乗
れ
る
で
あ
ら
う
。

「
お
嬢
様
。
お
め
し
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。
」

　
聞
け
ば
、
向
う
岸
の
、
む
ら
萩



に
庵





の
見
え
る
、
船
主






の
料
理
屋
に
は
最

う
交
渉
済









で
、
二
人
は
慰





み
に
、

此
か
ら
漕
出





さ
う
と
す
る
処





だ
つ
た
。
…
…
お
前
さ
ん
に
漕
げ
る
か
い
、
と
覚
束






な
さ
に
念
を
押
す
と
、
浅
く

て
棹



が
届
く
の
だ
か
ら
仔
細
な
い
。
但



、
一
ヶ
所
底



の
知
れ
な
い
深
水






の
穴
が
あ
る
。
竜



の
口



と
称



へ
て
、
此

処

か
ら
下
の
滝
の
伏
樋






に
通
ず
る
よ
し
言
伝






へ
る
、
…
…
危





く
は
な
い
け
れ
ど
、
其

処

だ
け
は
除

け
た
が
可

か

ら
う
、
と
、
…
…
こ
ん
な
事
に
は
気
軽
な
玉
江
が
、
つ
い
駆
出





し
て
仕
誼






を
言
ひ
に
行
つ
た
の
に
、
料
理
屋
の

女
中
が
、
わ
ざ
わ
ざ
出
て
来
て
注
意
を
し
た
。

「
あ
れ
、
彼
処





で
す
わ
。
」
と
玉
野
が
指





す
、
大
池






を
艮




の

方


へ
寄
る
処





に
、
板
を
浮
か
せ
て
、
小
さ
な
御
幣





が
立
つ
て
居
た
。
真
中
の
築
洲





に
鶴



ヶ
島



と
言
ふ
の
が
見
え
て
、
祠





に
竜

神







を
祠



る
と
聞
く
。
…
…
鷁
首






の

船
は
、
其
の
島
へ
志




す

の
で
あ
る
か
ら
、
竜
の
口
は
近
寄
ら
な
い
で
済
む
の
で
あ
つ
た
が
。

「
乗
ら
う
か
ね
。
」

　
と
紫
玉
は
最

う
褄



を
巻
く
や
う
に
、
爪
尖






を
揃



へ
な
が
ら
、

「
で
も
何
だ
か
。
」

21



「
あ
ら
、
何

故

で
す
え
。
」

「
御
幣
ま
で
立
つ
て
警
戒
を
し
た
処





が
あ
つ
ち
や
あ
、
遠
く
を
離
れ
て
漕
ぐ
に
し
て
も
、
船
頭
が
船
頭
だ
か
ら

気
味
が
悪
い
も
の
。
」

「
否





、
あ
の
御
幣
は
、
そ
ん
な
お
ど
か
し
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
の
。
不
断





は
何
に
も
な
い
ん
だ
さ
う
で
す
け
れ
ど
、

二
三
日
前
、
誰
だ
か
雨
乞






だ
と
言
つ
て
立
て
た
ん
だ
さ
う
で
す
の
、
此
の
旱





で
す
か
ら
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
岸
を
ト
ン
と
盪

す
と
、
屋
形
船







は
軽
く
出
た
。
お
や
、
房
州
で
生
れ
た
か
と
思
ふ
ほ
ど
、
玉
野
は
思
つ
た
よ

り
巧





に
棹



さ
す
。
大
池






は
静





で
あ
る
。
舷




の

朱
欄
干








に
、
指
を
組
ん
で
、
頬
杖






つ
い
た
、
紫
玉
の
胡
粉





の
や
う

な
肱



の
下
に
、
萌
黄





に
藍



を
交



へ
た
鳥
の
翼
の
揺

る
ゝ
の
が
、
其

処

に
ば
か
り
美
し
い
波
の
立
つ
風
情





に
見
え

つ
ゝ
、
船
は
す
る
〳
〵
と
滑
つ
て
、
鶴
ヶ
島
を
さ
し
て
滑





か
に
浮
い
て
行
く
。

　
然

ま
で
の
距
離
は
な
い
が
、
月
夜
に
は
柳
が
煙



る
ぐ
ら
ゐ
な
間

で
、
島
へ
は
棹
の
数



百
ば
か
り
は
あ
ら
う
。

　
玉
野
は
上

手

を
遣

る
。

　
さ
す
手
が
五
十
ば
か
り
進
む
と
、
油
を
敷
い
た
と
ろ
り
と
し
た
静





な
水
も
、
棹
に
掻

か
れ
て
何

処

と
も
な
し

に
波
紋
が
起
つ
た
、
其
の
所

為

で
あ
ら
う
。
あ
の
底
知
ら
ず
の
竜



の
口



と
か
、
日
射





も
其

処

ば
か
り
は
も
の
の

朦
朧






と
し
て
淀



む
あ
た
り
に
、
　
　
微



と
の
風
も
な
い
折
か
ら
、
根
な
し
に
浮
い
た
板
な
が
ら
真
直






に
立
つ
て
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居
た
白
い
御
幣
が
、
ス
ー
ス
ー
と
少
し
づ
ゝ
位
置
を
転

へ
て
、
夢
の
や
う
に
一
寸



二
寸
づ
ゝ
動
き
は
じ
め
た
。

　
凝



と
、
…
…
視

る
に
連
れ
て
、
次
第
に
、
緩



く
、
柔
か
に
、
落
着
い
て
弧

を
描
き
つ
ゝ
、
其
の
円



い
線
の
合



す
る
処





で
、
又
ス
ー
ス
ー
と
、
一
寸
二
寸
づ
ゝ
動
出






す
の
が
、
何
と
な
く
池
を
広
く
大
き
く
押
拡






げ
て
、
船
は

遠
く
、
御
幣





は
遙





に
、
不
思
議
に
、
段
々
汀





を
隔





る
の
が
心
細
い
や
う
で
、
気
も
浮



か
り
と
、
紫
玉
は
、
便





少

な
い
心
持





が
し
た
。

「
大
丈
夫
か
い
、
彼
処





は
渦
を
巻
い
て
居
る
や
う
だ
が
ね
。
」

　
欄
干






に
頬
杖






し
た
ま
ゝ
、
紫
玉
は
御
幣
を
凝

視

め
な
が
ら
言
つ
た
。

「
詰



り
ま
せ
ん
わ
、
少
し
渦
で
も
巻
か
な
け
り
や
、
余





り
静





で
、
橋
の
上
を
這

つ
て
ゐ
る
や
う
で
す
も
の
、
」

　
と
お
転
婆





の
玉
江
が
洒
落





で
も
な
い
ら
し
く
、

「
玉
野
さ
ん
、
船
を
彼
方





へ
遣

つ
て
見
な
い
か
？
…
…
」

　
紫
玉
が
圧



へ
て
、

「
不
可





い
よ
。
」

「
否





、
何
と
も
あ
り
や
し
ま
せ
ん
わ
。
そ
れ
だ
し
、
も
し
か
、
船
に
故
障
が
あ
つ
た
ら
、
お
ー
い
と
呼
ぶ
か
、

手
を
敲



け
ば
、
す
ぐ
に
誰
か
出
て
来
る
か
ら
つ
て
、
女
中
が
然

う
言
つ
て
居
た
ん
で
す
か
ら
。
」
と
ま
た
玉
江

が
言
ふ
。

　
成
程






、
島
を
越
し
た
向
う
岸
の
萩



の
根
に
、
一
人
乗
る
ほ
ど
の
小
船





が
見
え
る
。
中
洲





の
島
で
、
納
涼





な
が

ら
酒
宴
を
す
る
時
、
母
屋





か
ら
料
理
を
運
ぶ
通

船







で
あ
る
。
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玉
野
さ
へ
興





に
乗
つ
た
ら
し
く
、

「
お
嬢
様
、
船
を
少
し
廻
し
ま
す
わ
。
」

「
だ
つ
て
、
こ
ん
な
池
で
助

船







で
も
呼
ん
で
覧

た
が
可

い
、
飛
ん
だ
お
笑
ひ
草
で
末
代






ま
で
の
恥
辱
ぢ
や
あ

な
い
か
。
あ
れ
お
止

し
よ
。
」

　
と
言
ふ
の
に
、
　
　
逆
に
つ
い
て
船
が
く
い
と
廻
り
か
け
る
と
、
ざ
ぶ
り
と
波
が
立
つ
た
。
其
の
響
き
か
も

知
れ
ぬ
。
小
さ
な
御
幣
の
、
廻
り
な
が
ら
、
遠
く
へ
離
れ
て
、
小
さ
な
浮

木

ほ
ど
に
成
つ
て
居
た
の
が
、
ツ
ウ

と
浮
い
て
、
板
ぐ
る
み
、
グ
イ
と
傾
い
て
、
水
の
面



に
ぴ
た
り
と
つ
い
た
と
思
ふ
と
、
罔

竜







の
頭





、
絵



け
る

鬼
火






の
如
き
一
条






の
脈





が
、
竜



の
口



か
ら
む
く
り
と
湧

い
て
、
水
を
一
文
字







に
、
射

て
疾

く
、
船
に
近
づ
く
と

斉


し
く
、
波
は
ざ
ツ
と
鳴
つ
た
。

　
女
優
の
船
頭
は
棹



を
落
し
た
。

　
あ
れ
〳
〵
、
其
の
波

頭







が
忽





ち
船
底






を
噛

む
か
と
す
れ
ば
、
傾
く
船
に
三
人
が
声
を
殺
し
た
。
途
端
に
二

三
尺





あ
と
へ
引
い
て
、
薄
波






を
一
煽






り
、
其
の
形
に
煽
る
や
否



や
、
人
の
立
つ
如
く
、
空
へ
大





な
る
魚



が
飛
ん

だ
。

　
瞬
間
、
島
の
青
柳






に
銀
の
影
が
、
パ
ツ
と
映

し
て
、
魚



は
紫

立







つ
た
る
鱗





を
、
冴

え
た
金
色






に
輝
か
し
つ
ゝ

颯


と
刎

ね
た
の
が
、
飜
然





と
宙
を
躍



つ
て
、
船
の
中
へ
堂



と
落
ち
た
。
其
時






、
水
が
ド
ブ
ン
と
鳴
つ
た
。

　
舳





と
艫



へ
、
二
人
は
ア
ツ
と
飛
退





い
た
。
紫
玉
は
欄
干






に
縋



つ
て
身
を
転

は
す
。

　
落
ち
つ
ゝ
胴



の
間

で
、
一
刎






、
刎

ね
る
と
、
其
の
は
ず
み
に
、
船
も
動
い
た
。
　
　
見
事
な
魚



で
あ
る
。
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「
お
嬢
様
！
」

「
鯉



、
鯉
、
あ
ら
、
鯉
だ
。
」

　
と
玉
江
が
夢
中
で
手
を
敲



い
た
。

　
此
の
大





な
る
鯉
が
、
尾
鰭





を
曳

い
た
、
波
の
引
返






す
の
が
棄

て
た
棹



を
攫



つ
た
。
棹
は
ひ
と
り
で
に
底
知
れ

ず
の
方
へ
ツ
ラ
〳
〵
と
流
れ
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
九

「
…
…
太
夫
様







…
…
太
夫
様
。
」

　
偶

と
紫
玉
は
、
宵
闇






の
森
の
下
道






で
真
暗






な
大
樹
巨
木
の
梢





を
仰
い
だ
。
…
…
思
ひ
掛

け
ず
空
か
ら
呼
掛





け

た
や
う
に
聞
え
た
の
で
あ
る
。

「
一
寸






燈




を
、
…
…
」

　
玉
野
が
ぶ
ら
下
げ
た
料
理
屋
の
提

灯







を
留

め
さ
せ
て
、
さ
し
交



す
枝
を
透
か
し
つ
ゝ
、
　
　
何
事






と
問
ふ

玉
江
に
、

「
誰
だ
か
呼
ん
だ
や
う
に
思
ふ
ん
だ
が
ね
え
。
」

　
と
言
ふ
…
…
お
師
匠
さ
ん
が
、
樹
の
上
を
視

て
居
る
か
ら
、

「
ま
あ
、
そ
ん
な
処



か
ら
。
」
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「
然

う
だ
ね
え
。
」

　
紫
玉
は
、
は
じ
め
て
納
得
し
た
ら
し
く
、
瞳





を
そ
ら
す
時
、
髷



に
手
を
遣

つ
て
、
釵




に

指
を
触
れ
た
。
　
　

指
を
触
れ
た
釵
は
鸚
鵡





で
あ
る
。

「
此
が
呼
ん
だ
の
か
知
ら
。
」

　
と
微
酔






の
目
元
を
花



や
か
に
莞
爾






す
る
と
、

「
あ
ら
、
お
嬢
様
。
」

「
可

厭

で
す
よ
。
」

　
と
仰

山







に
二
人
が
怯



え
た
。
女
弟
子
の
驚
い
た
の
な
ぞ
は
構
は
な
い
が
、
読
者
を
怯




し

て
は
不
可





い
。
滝



壺


へ
投
沈






め
た
同
じ
白
金






の
釵
が
、
其
の
日
の
う
ち
に
再
び
紫
玉
の
黒
髪
に
戻
つ
た
仔
細
を
言
は
う
。

　
池
で
、
船
の
中
へ
鯉
が
飛
込





む
と
、
弟
子
た
ち
が
手
を
拍

つ
、
立
騒






ぐ
声
が
響
い
て
、
最
初
は
女
中
が
小
船





で
来
た
。
…
…
島
へ
渡
し
た
細
綱






を
手

繰

つ
て
、
立
ち
な
が
ら
操





る
の
だ
が
、
馴

れ
た
も
の
で
、
あ
と
を
二
押






三
押





、
屋
形
船







へ
来
る
と
、
由



を
聞
き
、
魚



を
視
て
、
「
ま
あ
、
」
と
目
を
※



つ
た
切



、
慌




し

く
引
返






し
た
。

が
、
間

も
あ
ら
せ
ず
、
今
度
は
印
半
纏









を
被

た
若
い
も
の
に
船
を
操

ら
せ
て
、
亭
主
ら
し
い
年
配






な
法
体






し

た
の
が
漕

ぎ
つ
け
て
、
「
こ
れ
は
〳
〵
太
夫
様







。
」
亭
主
も
逸
時






く
其
を
知
つ
て
居
て
、
恭




し

く
挨
拶






を
し
た
。

浴
衣





の
上
だ
け
れ
ど
、
紋
の
着
い
た
薄
羽
織







を
引



か
け
て
居
た
が
、
扨

て
、
「
改
め
て
御
祝
儀
を
申
述
べ
ま
す
。

目
の
下
二
尺





三
貫
目





は
掛



り
ま
せ
う
。
」
と
て
、
…
…
及



び
腰



に
覗



い
て
魂
消





て
居
る
若

衆







に
目
配





せ
で
頷






せ
て
、
「
恁

や
う
な
大
魚






、
然





も
出
世
魚








と
申
す
鯉
魚





の
、
お
船
へ
飛
込





み
ま
し
た
と
言
ふ
は
、
類

希







な
不
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思
議
な
祥

瑞







。
お
め
で
た
う
存
じ
ま
す
る
、
皆
、
太
夫
様
の
御
人
徳







。
続
き
ま
し
て
は
、
手
前
預





り
ま
す
る

池
な
り
、
所
持
の
屋
形
船







。
烏

滸

が
ま
し
う
ご
ざ
り
ま
す
が
、
従
つ
て
手
前
ど
も
も
、
太
夫
様
の
福
分






、
徳
分






、

未

曾

有

の
御
人
気









の
、
は
や
幾
分
か
お
こ
ぼ
れ
を
頂

戴







い
た
し
た
も
同
じ
儀
で
、
恁

や
う
な
心
嬉
し
い
事
は

ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
尚

ほ
恁

く
の
通
り
の
旱
魃






、
市
内
は
素



よ
り
近
郷






隣
国






、
唯



炎
の
中
に
悶



え
ま
す
る
時
、
希

有

の
大
魚






の
躍



り
ま
し
た
は
、
甘
露





、
法
雨





や
が
て
、
禽

獣







草
木






に
到
る
ま
で
も
、
雨
に
蘇
生






り
ま
す
る
前



表




か
と
も
存
じ
ま
す
る
。
三
宝






の
利
益





、
四
方





の
大
慶






。
太
夫
様
に
お
祝
儀
を
申
上
げ
、
わ
れ
ら
と
て
も
心



祝




ひ
に
、
此
の
鯉

魚

を
肴





に
、
祝
う
て
一
献



、
心
ば
か
り
の
粗
酒





を
差
上





げ
た
う
存
じ
ま
す
る
。
先

づ
風
情





は
な
く
と
も
、
あ
の
島
影






に
お
船
を
繋



ぎ
、
涼
し
く
水
も
の
を
さ
し
あ
げ
て
、
や
が
て
お
席
を
母
屋





の
方
へ
移

し
ま
せ
う
。
」
で
、
辞
退
も
会
釈
も
さ
せ
ず
、
紋
着






の
法
然
頭









は
、
最

う
屋
形
船
の
方
へ
腰
を
据

ゑ
た
。

　
若

衆







に
取
寄





せ
さ
せ
た
、
調
度
を
控
へ
て
、
島
の
柳
に
纜



つ
た
頃
は
、
然

う
で
も
な
い
、
汀





の
人
立






を
遮





る
た
め
と
、
用
意
の
紫




の

幕
を
垂
れ
た
。
「
神
慮






の
鯉
魚





、
等
閑






に
は
い
た
し
ま
す
ま
い
。
略
儀
な
が
ら
不
束






な
田
舎





料
理
の
庖
丁
を
お
目
に
掛
け
ま
す
る
。
」
と
、
ひ
た
り
と
直
つ
て
真
魚
箸









を
構
へ
た
。

　
　
　
釵




は

鯉


の
腹
を
光
つ
て
出
た
。
　
　
竜
宮
へ
往
来






し
た
釵
の
玉
の
鸚
鵡





で
あ
る
。

「
太
夫





様
　
　
太
夫
様
。
」

　
も
の
を
言
は
う
も
知
れ
な
い
。
　
　

　
と
ば
か
り
で
、
二
声






聞
い
た
や
う
に
思
つ
た
だ
け
で
、
何
の
気
勢





も
し
な
い
。

　
風
も
囁





か
ず
、
公
園
の
暗
夜





は
寂



し
か
つ
た
。
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「
太
夫
様
。
」

「
太
夫
様
。
」

　
う
つ
か
り
釵
を
、
又
お
さ
へ
て
、

「
可

厭

だ
、
今
度
は
お
前
さ
ん
た
ち
か
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
水
の
す
ぐ
れ
覚



ゆ
る
は
、

　
　
　
　
西
天
竺








の
白
鷺
池









、

　
　
　
　
じ
ん
じ
や
う
き
よ
ゆ
う
に
す
み
わ
た
る
、

　
　
　
　
昆
明
池







の
水
の
色
、

　
　
　
　
行
末






久


し
く
清

む
と
か
や
。

「
お
待
ち
。
」

　
紫
玉
は
耳
を
澄



し
た
。
道
の
露
芝






、
曲

水







の
汀





に
し
て
、
さ
ら
〳
〵
と
音
す
る
流





の
底
に
、
聞
き
も
知
ら

ぬ
三
味
線







の
、
沈
ん
だ
、
陰
気
な
調
子
に
合
せ
て
、
微





に
唄



ふ
声
が
す
る
。

「
　
　
坊
さ
ん
で
は
な
い
か
知
ら
…
…
」

　
紫
玉
は
胸
が
轟





い
た
。
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あ
の
漂
白






の
芸
人
は
、
鯉
魚





の
神
秘
を
視

た
紫
玉
の
身
に
は
、
最

早

や
、
う
み
汁



の
如
く
、
唾



、
涎





の
臭



い

乞
食
坊
主
の
み
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

「
…
…
あ
の
、
三
味
線
は
、
」

　
夜
陰





の
こ
ん
な
場
所
で
、
も
し
や
、
と
思
ふ
時
、
掻
消





え
る
や
う
に
音
が
留

ん
で
、
ひ
た
〳
〵
と
小
石
を
潜



つ
て
響
く
水
は
、
忍
ぶ
跫
音






の
や
う
に
聞
え
る
。

　
紫
玉
は
立
留





ま
つ
た
。

　
再
び
、
名
も
き
か
ぬ
三
味
線
の
音
が
陰
々






と
し
て
響
く
と
、

　
　
　
　
　
　
日
本
一








に
て
候




ぞ

と
申
し
け
る
。
鎌
倉
殿








こ
と
／
″
＼
し
や
、
何
処





に
て
舞
ひ
て
日
本
一
と
は

　
　
　
　
申
し
け
る
ぞ
。
梶
原






申
し
け
る
は
、
一
歳






百

日







の
旱





の
候





ひ
け
る
に
、
賀
茂
川









、
桂

川







、
水
瀬





　
　
　
　
切
れ
て
流
れ
ず
、
筒
井





の
水
も
絶
え
て
、
国
土





の
悩
み
に
て
候
ひ
け
る
に
、
　
　

　
聞
く
も
の
は
耳
を
澄
ま
し
て
袖



を
合
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
有
験





の
高
僧
貴
僧
百
人
、
神
泉
苑








の
池
に
て
、
仁
王
経









を
講



じ
奉




ら

ば
、
八
大
竜
王











も
慈

　
　
　
　
現



納
受






た
れ
給



ふ
べ
し
、
と
申
し
け
れ
ば
、
百
人
の
高
僧
貴
僧
を
請





じ
、
仁
王
経
を
講
ぜ
ら
れ
し
か

　
　
　
　
ど
も
、
其

験







も
な
か
り
け
り
。
又
或
人






申
し
け
る
は
、
容
顔






美
麗





な
る
白
拍
子








を
、
百
人
め
し
て
、

　
　
　
　
　
　

「
御
坊
様







。
」

　
今
は
疑
ふ
べ
き
心
も
失

せ
て
、
御
坊
様
、
と
呼
び
つ
ゝ
、
紫
玉
が
暗

中







を
透



し
て
、
声
す
る
方



に
、
縋



る

29



や
う
に
寄
る
と
思
ふ
と
、

「
燈

を
消
せ
。
」

　
と
、
蕭

び
た
が
力
あ
る
声
し
て
言
つ
た
。

「
提

灯







を
…
…
」

「
は
、
」
と
、
返
事
と
息
を
、
は
ツ
は
ツ
と
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、
一
度
消
損






ね
て
、
慌




し

げ
に
吹
消





し
た
。
玉

野
の
手
は
震
へ
て
居
た
。

　
　
　
　
　
　
百
人
の
白
拍
子
を
し
て
舞
は
せ
ら
れ
し
に
、
九
十
九
人
舞
ひ
た
り
し
に
、
其

験







も
な
か
り
け

　
　
　
　
り
。
静





一
人
舞
ひ
た
り
と
て
も
、
竜

神







示
現





あ
る
べ
き
か
。
内
侍
所








に
召
さ
れ
て
、
禄



お
も
き
も

　
　
　
　
の
に
て
候




に

と
申
し
た
り
け
れ
ば
、
と
て
も
人
数






な
れ
ば
、
唯



舞
は
せ
よ
と
仰



せ
下
さ
れ
け
れ
ば
、

　
　
　
　
静
が
舞
ひ
た
り
け
る
に
、
し
ん
む
し
や
う
の
曲
と
言
ふ
白
拍
子








を
、
　
　

　
燈

を
消
す
と
、
あ
た
り
が
却



つ
て
朦
朧






と
、
薄
く
鼠

色







に
仄



め
く
向
う
に
、
石
の
反
橋






の
欄
干






に
、
僧






形

の
墨



の
法
衣





、
灰
色
に
成
つ
て
、
蹲




る

か
、
と
視

れ
ば
欄
干
に
胡
坐





掻

い
て
唄



ふ
。

　
橋
は
心
覚
え
の
あ
る
石
橋






の
巌
組






で
あ
る
。
気
が
着
け
ば
、
あ
の
、
か
く
れ
滝



の
音
は
遠
く
だ
う
〳
〵
と
鳴

つ
て
、
風
の
如
く
に
響
く
が
、
掠



れ
る
ほ
ど
の
糸
の
音

も
乱
れ
ず
、
唇
を
合



す
ば
か
り
の
唄
も
遮





ら
れ
ず
、
嵐

の
下
の
虫
の
声
。
が
、
形
は
著




し

い
も
の
で
は
な
い
、
胸
を
く
し
や
〳
〵
と
折
つ
て
、
坊
主
頭
を
、
が
く
、
と

俯
向





け
て
唄
ふ
の
で
、
頸





を
抽

い
た
転
軫






に
掛



る
手
つ
き
は
、
鬼
が
角



を
弾



く
と
言
は
ば
厳



め
し
い
、
寧



ろ
黒

猫
が
居
て
顔
を
洗
ふ
と
言
ふ
の
に
適
す
る
。
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な
か
ら
舞
ひ
た
り
し
に
、
御
輿





の
嶽



、
愛
宕
山







の
方



よ
り
黒
雲






俄




に
出
来





て
、
洛

中







に
か
ゝ

　
　
　
　
る
と
見
え
け
れ
ば
、
　
　

　
と
唄
ふ
。
…
…
紫
玉
は
腰
を
折
つ
て
地
に
低
く
居
て
、
弟
子
は
、
其
の
背
後





に
蹲





ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
八
大
竜
王











鳴
渡






り
て
、
稲
妻






ひ
ら
め
き
し
に
、
諸
人






目
を
驚
か
し
、
三
日
の
洪
水
を
流
し
、

　
　
　
　
国
土
安
穏






な
り
け
れ
ば
、
扨



こ
そ
静
の
舞



に
示
現
あ
り
け
る
と
て
、
日
本
一
と
宣
旨





を
給





り
け
る
と
、

　
　
　
　
承





り

候



。

　
　

　
時
に
唄
を
留

め
て
黙
つ
た
。

「
太
夫
様







。
」

　
余
り
尋

常







な
、
も
の
い
ひ
だ
つ
た
が
、

「
は
、
」
と
、
呼

吸

を
ひ
い
て
答
へ
た
紫
玉
の
、
身
動





ぎ
に
、
帯
が
キ
と
擦
れ
て
鳴
つ
た
ほ
ど
、
深
く
身
に
響

い
て
聞
い
た
の
で
あ
る
。

「
癩
坊
主









が
、
ね
だ
り
言



を
肯





う
て
、
千
金






の
釵




を

棄

て
ら
れ
た
。
其
の
心

操







に
感
じ
て
、
些
細





な
が
ら
、

礼

心







に
密

と
内

証







の
事
を
申
す
。
貴
女





、
雨
乞






を
な
さ
る
が
可

い
。
　
　
天



の
時
、
地

の
利
、
人



の
和
、

ま
さ
し
く
時
節





ぢ
や
。
　
　
こ
ゝ
の
大
池






の
中
洲





の
島
に
、
か
り
の
法
壇
を
設
け
て
、
雨
を
祈
る
と
触
れ
て
な
。

…
…
袴





、
練
衣






、
烏

帽

子

、
狩
衣






、
白
拍
子








の
姿
が
可

か
ら
う
。
衆

人







め
ぐ
り
見
る
中
へ
、
其
の
姿
を
あ
の

島
の
柳
の
上
へ
高
く
顕





し
、
大
空
に
向
つ
て
拝



を
さ
れ
い
。
祭
文






に
も
歌
に
も
及
ば
ぬ
。
天

竜







、
雲
を
遣

り
、

雷


を
放
ち
、
雨
を
漲





ら
す
は
、
明
午






を
過
ぎ
て
申



の
上

刻







に
分
毫






も
相
違
な
い
。
国
境
の
山
、
赤
く
、
黄
に
、
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峰


嶽


を
重
ね
て
爛



れ
た
奥
に
、
白

蓮







の
花
、
玉
の
掌




ほ

ど
に
白
く
聳



え
た
の
は
、
四

時

に
雪
を
頂
い
て
幾
万






年


の
白
山






ぢ
や
。
貴
女





、
時
を
計
つ
て
、
其
の
鸚
鵡





の
釵
を
抜
い
て
、
山
の
其
方





に
向
つ
て
翳



す
を
合
図
に
、

雲
は
竜
の
如
く
湧

い
て
出
よ
う
。
　
　
尚

ほ
其
の
上
に
、
可

い
か
、
名
を
挙
げ
ら
れ
い
。
…
…
」

　
　
　
　
　
　
賢

人







の
釣



を
垂
れ
し
は
、

　
　
　
　
厳
陵
瀬









の
河
の
水
。

　
　
　
　
月
影
な
が
ら
も
る
夏
は
、

　
　
　
　
山
田
の
筧





の
水
と
か
や
。
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一

　
翌
日
の
午
後
の
公
園
は
、
炎
天
の
下
に
雲
よ
り
は
早
く
黒
く
成
つ
て
人
が
湧

い
た
。
煉
瓦





を
羽
蟻





で
包
ん
だ

や
う
な
凄





じ
い
群
集
で
あ
る
。

　
か
り
に
、
鎌
倉
殿








と
し
て
置
か
う
。
此
の
…
…
県
に
成

上







の
豪
族
、
色
好






み
の
男
爵
で
、
面

構







も
風
采






も
巨
頭
公









に
良



似

た
の
が
、
劇
興
行










の
は
じ
め
か
ら
他

に
手
を
貸
さ
な
い
で
紫
玉
を
贔
屓





し
た
、
既
に
昨

夜


も
或

処







で
一
所






に
成
る
約
束
が
あ
つ
た
。
其
の
間

の
時
間
を
、
紫
玉
は
微
行





し
た
の
で
あ
る
。
が
、
思
ひ

も
掛
け
な
い
出
来
事
の
た
め
に
、
大
分
の
隙
入






を
し
た
も
の
の
、
船
に
飛
ん
だ
鯉



は
、
其
の
よ
し
を
言



づ
け
て

初
穂





と
言
ふ
の
を
、
氷
詰
め
に
し
て
、
紫
玉
か
ら
鎌
倉
殿
へ
使





を
走
ら
せ
た
ほ
ど
な
の
で
あ
つ
た
。
　
　

32伯爵の釵



　
車
の
通
ず
る
処





ま
で
は
、
最

う
自
動
車
が
来
て
待
つ
て
居
て
、
や
が
て
、
相
会






す
る
と
、
或



時
間
ま
で
は
附

添


つ
て
差
支






へ
な
い
女
弟
子
の
口
か
ら
、
真
先






に
予
言
者
の
不
思
議
が
漏

れ
た
。

　
一
議
に
及
ば
ぬ
。

　
其
の
夜

の
う
ち
に
、
池
の
島
へ
足
代





を
組
ん
で
、
朝
は
早

や
法
壇
が
調





つ
た
。
無
論
、
略
式
で
あ
る
。

　
県
社
の
神
官
に
、
故
実





の
詳
し
い
の
が
あ
つ
て
、
神
燈






を
調
へ
、
供
饌





を
捧
げ
た
。

　
島
に
は
鎌
倉
殿
の
定

紋







つ
い
た
帷
幕






を
引
繞






ら
し
て
、
威
儀
を
正
し
た
夥
多





の
神
官
が
詰
め
た
。
紫
玉
は
、

さ
き
ほ
ど
か
ら
こ
ゝ
に
控
へ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
の
、
底
知
れ
ず
の
水
に
浮
い
た
御
幣





は
、
や
が
て
壇
に
登
る
べ
き
立
女
形







に
対
し
て
目
触





り
だ
、
と
逸
早






く
取
退





け
さ
せ
、
樹
立





さ
し
い
で
て
蔭



あ
る
水
に
、
例
の
鷁
首






の
船
を
泛



べ
て
、
半



ば
紫




の

幕
を
絞
つ
た
裡



に

は
、
鎌
倉
殿
を
は
じ
め
、
客
分
と
し
て
、
県
の
顕
官
、
勲
位





の
人
々
が
、
杯




を

置
い
て
籠



つ
た
。
　
　
雨
乞






に

参
ず
る
の
に
、
杯
を
め
ぐ
ら
す
と
言
ふ
故
実
は
聞
か
ぬ
が
、
し
か
し
事
実
で
あ
る
。

　
伶
人






の
奏
楽
一
順
し
て
、
ヒ
ユ
ウ
と
簫





の
音

の
虚
空





に
響
く
時
、
柳
の
葉
に
ち
ら
〳
〵
と
緋
の
袴





が
か
ゝ
つ

た
。

　
群
集
は
波
を
揉

ん
で
動
揺





を
打
つ
た
。

　
あ
れ
に
真
白
な
足
が
、
と
疑
ふ
、
緋
の
袴
は
一
段
、
階




に

劃


ら
れ
て
、
二
条






の
紅



の
霞





を
曳

き
つ
ゝ
、
上



紫





に
下



萌
黄





な
る
、
蝶





鳥


の
刺

繍

の
狩
衣






は
、
緑
に
透
き
、
葉
に
靡



い
て
、
柳
の
中
を
、
す
る
〳
〵
と
、
容
顔
美

麗
な
る
白
拍
子








。
紫
玉
は
、
色
あ
る
月
の
風
情





し
て
、
一
千
の
花
の
燈





の
影
、
百
を
数
ふ
る
雪
の
供
饌
に
向
う
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て
法
壇
の
正
面
に
す
ら
り
と
立
つ
。

　
花
火
の
中
か
ら
、
天
女






が
斜





に
流
れ
て
出
て
も
、
群
集
は
此
の
時
く
ら
ゐ
驚
異
の
念
は
起
す
ま
い
。

　
烏

帽

子

も
と
も
に
此
の
装

束







は
、
織



も
の
の
模
範
、
美
術
の
表

品







、
源
平
時
代
の
参
考
と
し
て
、
嘗



て

博
覧
会
に
も
飾
ら
れ
た
、
鎌
倉
殿
が
秘
蔵
の
、
い
づ
れ
什

物







で
あ
つ
た
。

　
扨

て
、
遺
憾
な
が
ら
、
此
の
晴
の
舞
台
に
於
て
、
紫
玉
の
た
め
に
記



す
べ
き
振
事






は
更
に
な
い
。
渠



は
学
校

出
の
女
優
で
あ
る
。

　
が
、
姿
は
天
よ
り
天
降






つ
た
妙



に
艶



な
る
乙
女





の
如
く
、
国
を
囲
め
る
、
其
の
赤
く
黄
に
爛



れ
た
る
峰



嶽


を

貫

い

て
、
高
く
柳
の
間





に
懸



つ
た
。

　
紫
玉
は
恭




し

く
三

た
び
虚
空






を
拝
し
た
。

　
時
に
、
宮
奴






の
装




し

た
白

丁







の
下
男
が
一
人
、
露
店
の
飴
屋





が
張
り
さ
う
な
、
渋



の
大

傘








を
畳



ん
で
肩

に
か
つ
い
だ
の
が
、
法
壇
の
根
に
顕





れ
た
。
　
　
此
は
怪

し
か
ら
ず
、
天
津
乙
女








の
威
厳
と
、
場
面
の
神
聖
を

害

つ

て
、
何

う
や
ら
華
魁






の
道
中
じ
み
た
し
、
雨
乞






に
は
些

と
行
過





ぎ
た
も
の
の
や
う
だ
つ
た
。
が
、
何
、
降

る
も
の
と
極



れ
ば
、
雨
具





の
用
意
を
す
る
の
は
賢
い
。
…
…
加
ふ
る
に
、
紫
玉
が
被



い
だ
装
束
は
、
貴
重
な
る

宝
物






で
あ
る
か
ら
、
驚

破

と
言
は
ば
さ
し
掛
け
て
濡

ら
す
ま
い
た
め
の
、
鎌
倉
殿
の
内
意





で
あ
つ
た
。

　
　
　
然

れ
ば
こ
そ
、
此
の
く
ら
ゐ
、
注
意
の
役
に
立
つ
た
の
は
あ
る
ま
い
。
　
　

　
あ
は
れ
、
身
の
お
き
処





が
な
く
成
つ
て
、
紫
玉
の
裾



が
法
壇
に
崩
れ
た
時
、
「
状



を
見
ろ
。
」
「
や
、
身
を

投
げ
ろ
。
」
「
飛
込





め
。
」
　
　
わ
ツ
と
群
集
の
騒
い
だ
時
、
…
…
堪



ら
ぬ
、
と
飛
上






つ
て
、
紫
玉
を
圧



へ
て
、
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生
命





を
取
留





め
た
の
も
此
の
下
男
で
、
同
時
に
狩
衣






を
剥

ぎ
、
緋
の
袴





の
紐



を
引
解






い
た
の
も
　
　
鎌
倉
殿
の

た
め
に
は
敏

捷







な
、
忠
義
な
奴
で
　
　
此
の
下
男
で
あ
る
。

　
雨
は
も
と
よ
り
、
風
ど
こ
ろ
か
、
余





の
人
出
に
、
大
池






に
は
蜻
蛉





も
飛
ば
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二

　
時
を
見
、
程



を
計
つ
て
、
紫
玉
は
始
め
、
実
は
法
壇
に
立
つ
て
、
数
万
の
群
集
を
足
許






に
低
き
波
の
如
く
見

下


し
つ
ゝ
、
昨
日





通
つ
た
坂
に
さ
へ
蟻



の
伝
ふ
に
似
て
押
覆






す
人
数





を
望
み
つ
ゝ
、
徐




に

雪
の
頤





に
結
ん
だ
紫






の
纓



を
解

い
て
、
結
目






を
胸
に
、
烏

帽

子

を
背
に
掛
け
た
。

　
其
か
ら
伯
爵
の
釵




を

抜
い
て
、
意
気
込
ん
で
一
振





り
振
る
と
、
…
…
黒
髪
の
颯



と
捌



け
た
の
が
烏
帽
子
の
金



に
裏
透





い
て
、
宛
然






金
屏
風








に
名
誉
の
絵
師
の
、
松
風
を
墨



で
流
し
た
や
う
で
、
雲
も
竜
も
其

処

か
ら
湧

く
か
、

と
視



め
ら
れ
た
。
　
　
此
だ
け
は
工
夫
し
た
女
優
の
所
作





で
、
手
に
は
白
金






が
匕
首






の
如
く
輝
い
て
、
凄
艶






比

類
な
き
風
情





で
あ
つ
た
。

　
さ
て
其
の
鸚
鵡





を
空
に
翳



し
た
。

　
紫
玉
の
※



つ
た
瞳

に
は
、
確





に
天
際






の
僻
辺






に
、
美
女
の
掌

に
似
た
、
白
山






は
、
白
く
清
く
映
つ
た
の
で
あ

る
。

　
毛
筋





ほ
ど
の
雲
も
見
え
ぬ
。
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雨
乞






の
雨
は
、
い
づ
れ
後
刻





の
事
に
し
て
、
其
の
ま
ゝ
壇
を
降



つ
た
ら
ば
無
事
だ
つ
た
ら
う
。
処





が
、
遠
雷






の
音
で
も
聞
か
す
か
、
暗
転
に
成
ら
な
け
れ
ば
、
舞
台
に
馴

れ
た
女
優
だ
け
に
幕
が
切
れ
な
い
。
紫
玉
は
、
し

か
し
、
目
前







鯉
魚





の
神
異





を
見
た
、
怪
し
き
僧
の
暗
示
と
讖
言






を
信
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
に
も
一
片
の
雲

は
法
衣
の
袖



の
や
う
に
白
山
の
眉



に
飜




る

で
あ
ら
う
と
信
じ
て
、
須
叟





を
待
つ
間

を
、
法
壇
を
二
廻






り
三
廻





り

緋
の
袴





し
て
輪
に
歩

行

い
た
。
が
、
此
は
鎮
守






の
神

巫

に
似
て
、
然



も
な
ん
ば
、
と
言
ふ
足
ど
り
で
、
少
な
か

ら
ず
威
厳
を
損
じ
た
。

　
群
集
の
思
は
ん
ほ
ど
も
憚





ら
れ
て
、
腋



の
下
に
衝

と
冷





き
汗
を
覚
え
た
の
こ
そ
、
天
人






の
五
衰





の
は
じ
め
と

も
言
は
う
。

　
気
を
か
へ
て
屹



と
成
つ
て
、
も
の
忘
れ
し
た
後
見






に
烈



し
く
き
つ
か
け
を
渡
す
状



に
、
紫
玉
は
虚
空





に
向
つ

て
伯
爵
の
鸚
鵡





を
投
げ
た
。
が
、
あ
の
玩
具






の
竹
蜻
蛉







の
や
う
に
、
晃
々






と
高
く
舞
つ
た
。

「
大
神
楽







！
」

　
と
喚



い
た
の
が
第
一
番
の
半

畳







で
。

　
一
人
口
火





を
切
つ
た
か
ら
堪



ら
な
い
。
練
馬
大
根









と
言
ふ
、
お
か
め
と
喚



く
。
雲
の
内
侍





と
呼
ぶ
、
雨



し
よ

ぼ
を
踊
れ
、
と
怒

鳴

る
。
水
の
輪
の
拡
が
り
、
嵐
の
狂
ふ
如
く
、
聞
く
も
堪
へ
な
い
讒
謗






罵

詈

は
雷




の

如
く
哄



と
沸

く
。

　
鎌
倉
殿








は
、
船
中
に
於
て
嚇
怒





し
た
。
愛

寵







せ
る
女
優
の
た
め
に
群
集
の
無
礼
を
憤




つ

た
の
か
と
思
ふ
と
、

　
　
然

う
で
は
な
い
。
這

般

、
好
色
の
豪
族
は
、
疾



く
雨
乞
の
験





な
し
と
見
て
取
る
と
、
日
の
昨



の
、
短
夜






も
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は
や
半



ば
な
り
し
紗



の
蚊

帳

の
裡



を
想
ひ
出
し
た
。
…
…

　
雨
乞
の
た
め
と
て
、
精
進
潔
斎











さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

「
漕

げ
。
」

　
紫

幕








の
船
は
、
矢
を
射

る
よ
う
に
島
へ
走
る
。

　
一
度
、
駆
下





り
よ
う
と
し
た
紫
玉
の
緋
裳






は
、
此
の
船
の
激
し
く
襲
つ
た
た
め
に
、
一
度
引
留





め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

「
…
…
…
…
」

　
と
喚
く
鎌
倉
殿
の
、
何
や
ら
太
い
声
に
、
最
初
、
白

丁







に
豆
烏
帽
子











で
傘




を

担


い
だ
宮
奴







は
、
島
に
な
る

幕
の
下
を
這

つ
て
、
ヌ
イ
と
面



を
出
し
た
。

　
す
ぐ
に
此
奴





が
法
壇
へ
飛
上






つ
た
、
其
の
疾



さ
。

　
紫
玉
が
最
早
、
と
思
ひ
切
つ
て
池
に
飛
ば
う
と
す
る
処





を
、
圧



へ
て
、
そ
し
て
剥

い
だ
。

　
女
の
身
と
し
て
あ
ら
れ
う
か
。

　
あ
の
、
雪
を
束



ね
た
白
い
も
の
の
、
壇
の
上
に
ひ
れ
伏
し
た
、
あ
は
れ
な
状



は
、
月
を
祭
る
供
物





に
似
て
、

非


ず
、
旱
魃






の
鬼
一
口








の
犠

牲

で
あ
る
。

　
ヒ
イ
と
声
を
揚
げ
て
弟
子
が
二
人
、
幕
の
内
で
、
手
放
し
に
わ
つ
と
泣
い
た
。

　
赤
ら
顔
の
大
入
道









の
、
首
抜
き
の
浴
衣





の
尻
を
、
七



の
づ
ま
で
引



め
く
つ
た
の
が
、
苦



り
切
つ
た
る
顔
し

て
、
つ
か
〳
〵
と
、
階




を

踏
ん
で
上



つ
た
、
金
方






か
何



ぞ
で
あ
ら
う
、
芝
居
も
の
で
。
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肩
を
無

手

と
取
る
と
、

「
何
だ
、
状



は
。
小
町





や
静





ぢ
や
あ
る
め
え
し
、
増
長
を
し
や
が
る
か
ら
だ
。
」

　
手
の
裏
か
へ
す
無
情
さ
は
、
足
も
手
も
ぐ
た
り
と
し
た
、
烈
日






に
裂
け
か
ゝ
る
氷
の
や
う
な
練
絹






の
、
紫
玉

の
、
ふ
く
よ
か
な
胸
を
、
酒
焼






の
胸
に
引
掴






み
、
毛
脛





に
挟
ん
で
、

「
立
た
ね
え
か
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
十
三

「
口

惜

し
い
！
」

　
紫
玉
は
舷




に

縋


つ
て
身
を
震
は
す
。
　
　
真
夜
中
の
月
の
大
池






に
、
影
の
沈
め
る
樹
の
中
に
、
し
ぼ
め
る
睡



蓮


の
如
く
漾





ひ
つ
ゝ
。

「
口
惜
し
い
ね
え
。
」

　
車
馬





の
通
行
を
留

め
た
場
所
と
て
、
人
目
の
恥
に
歩

行

み
も
成
ら
ず
、
　
　
金
方
の
計
ら
ひ
で
、
　
　
万






松
亭





と
言
ふ
汀





な
る
料
理
店
に
、
と
に
角



引
籠






る
事
に
し
た
。
紫
玉
は
唯



引
被






い
で
打
伏





し
た
。
が
、
金
方






は
油
断
せ
ず
。
弟
子
た
ち
に
も
旨



を
含
め
た
。
で
、
次
場
所







の
興
行
恁

く
て
は
面
白
か
る
ま
い
と
、
や
け
酒
を

煽


つ
て
居
た
が
、
酔
倒






れ
て
、
其
は
寝
た
。

　
料
理
店
の
、
あ
の
亭
主
は
、
心
優





い
も
の
で
、
起
居





に
い
た
は
り
つ
、
慰
め
つ
、
で
、
此
も
注
意
は
し
た
ら
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し
い
が
、
深
更






の
然



も
夏
の
夜

の
戸
鎖





浅
け
れ
ば
、
伊
達
巻









の
跣
足





で
忍
ん
で
出
る
隙



は
多
か
つ
た
。

　
生
命





の
惜



か
ら
ぬ
身
に
は
、
操





る
ま
で
の
造
作





も
要
ら
ぬ
。
小
さ
な
通

船







は
、
胸
の
悩
み
に
、
身
も
だ
え

す
る
ま
ゝ
に
揺
動






い
て
、
萎



れ
つ
ゝ
、
乱
れ
つ
ゝ
、
根
を
絶
え
た
小
船
の
花
の
面
影






は
、
昼
の
空
と
は
世
を
か

へ
て
、
皓
々






と
し
て
雫





す
る
月
の
露



吸
ふ
力
も
な
い
。

「
え
ゝ
、
口
惜
し
い
。
」

　
乱
れ
が
み
を
※



り
つ
ゝ
、
手
で
、
砕
け
よ
、
と
ハ
タ
と
舷




を

打
つ
と
…
…
時
の
間

に
痩

せ
た
指
は
細
く
成
つ

て
、
右
の
手
の
四

つ
の
指
環
は
明
星
に
擬





へ
た
金
剛
石








の
を
は
じ
め
、
紅
玉





も
、
緑
宝
玉







も
、
ス
ル
リ
と
抜
け

て
、
き
ら
き
ら
と
、
薄

紅








に
、
浅

緑







に
皆
水
に
落
ち
た
。

　
何

う
で
も
な
れ
、
左
を
試
み
に
振
る
と
、
青

玉







も
黄

玉







も
、
真
珠
も
と
も
に
、
月
の
美
し
い
影
を
輪
に

し
て
沈
む
、
…
…
竜



の
口



は
、
水
の
輪
に
舞
ふ
処





で
あ
る
。

　
こ
ゝ
に
残
る
は
、
名
な
れ
ば
其
を
誇





と
し
て
、
指
に
も
髪
に
も
飾
ら
な
か
つ
た
、
紫




の

玉
唯



一
つ
。
　
　
紫

玉
は
、
中
高






な
顔
に
、
深
く
月
影
に
透
か
し
て
差
覗






い
て
、
千
尋





の
淵



の
水
底






に
、
い
ま
落
ち
た
玉
の
緑
に
似

た
、
門
と
柱
と
、
欄
干






と
、
あ
れ
、
森
の
梢





の
白
鷺






の
影
さ
へ
宿
る
、
櫓





と
、
窓
と
、
楼




と

、
美
し
い
住
家





を

視

た
。

「
ぬ
し
に
も
成
つ
て
、
此



、
此
の
田
舎





の
も
の
ど
も
。
」

　
縋



る
波
に
力
あ
り
、
し
か
と
引
い
て
水
を
掴



ん
で
、
池
に
倒




に

身
を
投
じ
た
。
爪
尖






の
沈
む
の
が
、
釵




の

鸚

鵡


の
白
く
羽



う
つ
が
如
く
、
月
光
に
微





に
光
つ
た
。
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「
御
坊
様







、
貴
方





は
？
」

「
あ
ゝ
、
山
国






の
門
附






芸
人
、
誇
れ
ば
、
魔
法
つ
か
ひ
と
言
ひ
た
い
が
、
い
か
な
、
然

ま
で
の
事
も
な
い
。
昨

日


か
ら
御

目

に
掛
け
た
、
あ
れ
は
手
品
ぢ
や
。
」

　
坊
主
は
、
欄
干
に
擬



ふ
苔
蒸





し
た
井
桁





に
、
破
法
衣







の
腰
を
掛
け
て
、
活

け
る
が
如
く
爛
々






と
し
て
眼





の
輝

く
青
銅
の
竜
の
蟠




れ

る
、
角



の
枝
に
、
肱



を
安
ら
か
に
笑

み
つ
ゝ
言
つ
た
。

「
私
に
、
何
の
お
怨



み
で
？
…
…
」

　
と
息
せ
く
と
、
眇




の

、
ふ
や
け
た
目
珠





ぐ
る
み
、
片
頬






を
掌




で

さ
し
蔽



う
て
、

「
い
や
、
辺
境
の
も
の
は
気
が
狭
い
。
貴
方
が
余
り
目
覚





し
い
人
気
ゆ
ゑ
に
、
恥
入
る
か
、
も
の
嫉



み
を
し
て
、

前
芸






を
一
寸






遣

つ
た
。
…
…
さ
て
時
に
承




は

る
が
太
夫





、
貴
女





は
其
だ
け
の
御
身
分
、
そ
れ
だ
け
の
芸
の
力
で
、

人
が
雨
乞






を
せ
よ
、
と
言
は
ば
、
す
ぐ
に
優
伎






の
舞
台
に
出
て
、
小
町





も
静





も
勤
め
る
の
か
な
。
」

　
紫
玉
は
巌





に
俯
向





い
た
。

「
其
で
通
る
か
、
い
や
、
さ
て
、
都
は
気
が
広
い
。
　
　
わ
れ
ら
の
手
品
は
何

う
ぢ
や
ら
う
。
」

「
え
ゝ
、
」

　
と
仰
い
で
顔
を
視
た
時
、
紫
玉
は
ゾ
ツ
と
身
に
沁

み
た
、
腐
れ
た
坊
主
に
不
思
議
な
恋
を
知
つ
た
の
で
あ
る
。

「
貴
方
な
ら
、
貴
方
な
ら
　
　
何

故

、
さ
す
ら
う
て
お
い
で
遊
ば
す
。
」

　
坊
主
は
両
手
で
顔
を
圧



へ
た
。
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「
面
目






な
い
、
わ
れ
ら
、
此

処

に
、
高
い
貴





い
処





に
恋
人
が
お
は
し
て
な
、
雲



霧


を
隔
て
て
も
、
其
の
御
足
許







は
動
か
れ
ぬ
。
呀

！
」

　
と
、
慌




し

く
身
を
退



る
と
、
呆



れ
顔
し
て
ハ
ツ
と
手
を
拡
げ
て
立
つ
た
。

　
髪
黒
く
、
色
雪
の
如
く
、
厳





し
く
正
し
く
艶



に
気
高
き
貴
女





の
、
繕





は
ぬ
姿
し
た
の
が
、
す
ら
り
と
入
つ
た
。

月
を
頸





に
掛

け
つ
と
見
え
た
は
、
真
白





な
涼
傘





で
あ
つ
た
。

　
膝



と
胸
を
立
て
た
紫
玉
を
、
ち
ら
り
と
御
覧
ず
る
と
、
白



や
か
な
る
手
尖





を
軽
く
、
彼
が
肩
に
置
い
て
、

「
私
を
打

つ
た
ね
。
　
　
雨
と
水
の
世
話
を
し
に
出
て
居
た
時
、
…
…
」

　
装




は

違
つ
た
、
が
、
幻
の
目
に
も
、
面
影






は
、
浦
安






の
宮



、
石
の
手
水
鉢








の
稚

児

に
、
寸
分
の
か
は
り
は
な

い
。

「
姫
様
、
貴
女





は
。
」

　
と
坊
主
が
言
つ
た
。

「
白
山






へ
帰
る
。
」

　
あ
ゝ
、
其
の
剣



ヶ
峰



の
雪
の
池
に
は
、
竜

女







の
姫
神






お
は
し
ま
す
。

「
お
馬
。
」

　
と
坊
主
が
呼
ぶ
と
、
ス
ツ
と
畳



ん
で
、
貴
女





が
地
に
落
し
た
涼
傘





は
、
身
震






を
し
て
む
く
と
起
き
た
。
手
ま

さ
ぐ
り
給



へ
る
緋
の
総



は
、
忽





ち
紅




の

手
綱





に
捌



け
て
、
朱
の
鞍



置

い
た
白
の
神
馬





。
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ず
つ
と
騎

す
の
を
、
轡

頭







を
曳

い
て
、
ト
ト
ト
ト
　
　
と
坊
主
が
出
た
が
、

「
纏
頭






を
す
る
ぞ
。
そ
れ
、
錦





を
着
て
行
け
。
」

　
か
な
ぐ
り
脱
い
だ
法
衣





を
投
げ
る
と
、
素
裸






の
坊
主
が
、
馬
に
、
ひ
た
と
添
ひ
、
紺
碧






な
る
巌





の
聳





つ
崕



を
、

翡
翠





の
階
子





を
乗
る
や
う
に
、
貴
女





は
馬
上
に
ひ
ら
り
と
飛
ぶ
と
、
天
か
、
地
か
、
渺

茫







た
る
曠
野





の
中
を

タ
タ
タ
タ
と
蹄





の
音
響





。

　
蹄
を
流
れ
て
雲
が
漲





る
。
…
…

　
身
を
投
じ
た
紫
玉
の
助
か
つ
て
居
た
の
は
、
霊
沢
金
水










の
、
巌
窟






の
奥
で
あ
る
。
う
し
ろ
は
五
十
万
坪
と
称



ふ
る
練
兵
場









。

　
紫
玉
が
、
た
ゞ
沈
ん
だ
水
底






と
思
つ
た
の
は
、
天
地
を
静
め
て
、
車
軸
を
流
す
豪
雨
で
あ
つ
た
。
　
　

　
雨
を
得
た
市
民
が
、
白
身






に
破
法
衣







し
た
女
優
の
芸
の
徳
に
対
す
る
新
た
な
る
渇
仰






の
光
景





が
見
せ
た
い
。
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た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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